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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  令和５年１０月１９日（木）午前１０時    開会 

               午後 ４時３７分 散会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 村 上 英 明 副委員長 出口こうじ  委  員 藤 浦 雅 彦 

  委  員 弘   豊 委  員 西 谷 知 美  委  員 松 本 暁 彦 

   

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也   

教育総務部長 安田 信吾  次世代育成部長 大橋 徹之 

上下水道部長 末永 利彦  教育総務部副理事兼学校教育課長 河平 浩一 

教育政策課長 松田 紀子  教育支援課長 武田 進介 

生涯学習課長 千葉 郁子  子育て支援課長 飯野 祐介 

家庭児童相談課長 古賀 順也  こども教育課長 湯原 正治 

出産育児課長 坂本 真輔  学校教育課参事 松本 拓三 

学校教育課参事 田中 大介  こども教育課参事 中川 資子 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 大西 健一  同局主査 松 木  愛 

 

１．案件 

  認定第１号 令和４年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 
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（午前１０時 開会） 

○村上英明委員長 ただいまから文教上

下水道常任委員会を開会します。 

 まず、理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 連日、好天が続いておりますが、体育祭

等と諸行事で何かとお忙しいところ、本日

は文教上下水道常任委員会をお持ちいた

だきまして、大変ありがとうございます。 

 また、先日、役員改選で、委員がお替わ

りになっているかと思います。正副委員長

はじめ、各委員の皆様方には、この１年間、

いろいろとご指導いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 本日は、令和４年度の決算、文教上下水

道常任委員会の所管分についてご審査を

賜ります。何とぞ慎重審査の上、ご認定い

ただきますようよろしくお願いを申し上

げます。 

 一旦、退席させていただきます。 

○村上英明委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、出口委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○村上英明委員長 異議なしと認め、その

ように決定いたします。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時３分 休憩） 

（午前１０時４分 再開） 

○村上英明委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 安田教育総務部長。 

○安田教育総務部長 それでは、認定第１

号、令和４年度摂津市一般会計歳入歳出決

算のうち、教育総務部が所管しております

事項につきまして、決算書の事項別明細書

の目を追ってその主なものについて補足

説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 ３６ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目６教育使用料は、学校体育

施設等使用料及び公民館使用料などでご

ざいます。 

 ４６ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目７教育費国庫補助金は、理科

教育等設備整備費補助金などでございま

す。 

 ４８ページ、項３委託金、目３教育費委

託金は、学力向上基盤構築調査委託金でご

ざいます。 

 ５４ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目８教育費府補助金は、スクールソ

ーシャルワーカー配置事業補助金などで

ございます。 

 ５６ページ、款１８寄附金、項１寄附金、

目１寄附金は、教育政策課で受領いたしま

した指定寄附金でございます。 

 ６６ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、小・中学校給食費負担金、日

本スポーツ振興センター掛金などでござ

います。 

 次に、歳出でございます。 

 １３４ページ、款３民生費、項２児童福

祉費、目３児童福祉施設費は、市立認定こ

ども園の管理運営に係る経費で、給食に係

る賄材料費及び維持管理に係る修繕料な

どでございます。 

 １９０ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費でございます。 

 １９２ページ、目２事務局費は、教育委
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員会事務局の運営全般に係る経費で、校務

補助に係る会計年度任用職員報酬や交通

専従員業務委託料及び小学校、認定こども

園の受付委託料などでございます。 

 １９６ページ、目３教育センター費は、

心理相談及び教育支援に係る会計年度任

用職員報酬、施設維持管理に係る経費など

でございます。 

 １９８ページ、目４教育指導費は、学校

読書活動推進に係る会計年度任用職員報

酬や、小中学校での英語教育推進に係る英

語指導助手派遣委託料及び摂津ＳＵＮＳ

ＵＮ塾開催に係る学習指導委託料などで

ございます。 

 ２００ページ、目５人権教育指導費は、

教育研究会負担金などでございます。 

 項２小学校費、目１学校管理費は、小学

校１０校の施設維持管理などに係る修繕

料や光熱水費などでございます。 

 ２０４ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 目３保健衛生費は、学校医等に対する報

酬や、児童・教職員に対する各種健康診断

委託料及び学校管理下における児童の負

傷等に対応するための日本スポーツ振興

センター負担金などでございます。 

 ２０６ページ、目４学校給食費は、小学

校給食に係る賄材料費及び給食調理業務

に係る委託料などでございます。 

 目５支援学級費は、小学校の支援学級運

営に係る経費でございます。 

 項３中学校費、目１学校管理費は、中学

校５校の施設維持管理などに係る修繕料

や光熱水費などでございます。 

 ２１０ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 目３保健衛生費は、学校医等に対する報

酬や生徒・教職員に対する各種健康診断委

託料及び日本スポーツ振興センター負担

金などでございます。 

 ２１２ページ、目４学校給食費は、中学

校給食に係る賄材料費及び給食調理業務

等委託料などでございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級運

営に係る経費でございます。 

 項５社会教育費、目１社会教育総務費は、

摂津市史編さんに係る会計年度任用職員

報酬や、市史編さん史料撮影等業務委託料

など、社会教育事務に係る経費でございま

す。 

 ２１４ページ、目２青少年対策費は、学

童保育施設維持管理に係る修繕料及び二

十歳のつどいに係る経費などでございま

す。 

 ２１８ページ、目３公民教育費は、せっ

つ生涯学習大学事業や生涯学習フェステ

ィバル開催事業に係る経費などでござい

ます。 

 目４公民館費は、公民館に係る会計年度

任用職員報酬、講座開催、施設維持管理に

係る経費などでございます。 

 ２２０ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護に係る経費でございます。 

 項６図書館費、目１図書館総務費は、摂

津市民図書館等協議会に係る経費でござ

います。 

 目２図書館管理費は、市民図書館及び鳥

飼図書センターの管理運営に係る経費で

ございます。 

 以上、教育総務部の所管いたします令和

４年度一般会計歳入歳出決算内容の補足

説明とさせていただきます。 

○村上英明委員長 では、次に、大橋次世

代育成部長。 

○大橋次世代育成部長 認定第１号、令和

４年度摂津市一般会計歳入歳出決算のう



- 4 - 

 

ち、次世代育成部が所管しております事項

につきまして、決算書の事項別明細書の目

を追って、その主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、私立保育園保育料、通

所給付費負担金、市立認定こども園保育料

などでございます。 

 ３４ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、子育て総

合支援センター遊戯室使用料などでござ

います。 

 ３６ページ、目６教育使用料は、学童保

育室保育料でございます。 

 ３８ページから４０ページ、款１５国庫

支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金は、私立認定こども園等の運営に対

する教育・保育給付費負担金のほか、通所

支援等負担金、児童手当負担金、児童扶養

手当負担金などでございます。 

 ４０ページ、目２衛生費国庫負担金は、

未熟児の入院に係る療育医療費負担金な

どでございます。 

 ４０ページから４４ページ、項２国庫補

助金、目２民生費国庫補助金は、児童虐待・

ＤＶ対策等総合支援事業費補助金、子ど

も・子育て支援交付金、保育所等整備交付

金などでございます。 

 また、子育て世帯臨時特別給付金事業費

補助金は、新型コロナウイルス感染症によ

る影響が長期化する中での子育て世帯に

支給した給付金、子育て世帯生活支援特別

給付金（ひとり親世帯分）事業費補助金、

子育て世帯生活支援特別給付金（その他世

帯分）事業費補助金は、それぞれ食費等の

物価高騰に直面する低所得の子育て世帯

に支給した給付金に係る補助金でござい

ます。 

 目３衛生費国庫補助金は、全ての妊婦、

子育て家庭が安心して出産・子育てができ

る環境整備のための経済的支援として実

施した事業に係る出産・子育て応援交付金

事業補助金などでございます。 

 ４６ページ、目７教育費国庫補助金は、

支援教育就学奨励費補助金などでござい

ます。 

 ４８ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、私立認定こ

ども園等の運営に対する教育・保育給付費

負担金のほか、通所支援等負担金、児童手

当負担金などでございます。 

 目２衛生費府負担金は、養育医療費負担

金でございます。 

 ５０ページから５２ページ、項２府補助

金、目２民生費府補助金は、子ども・子育

て支援交付金、大阪府新子育て支援交付金、

ひとり親家庭及び子供に対する医療費補

助金などでございます。 

 また、目３衛生費府補助金は、出産・子

育て応援交付金事業費補助金などでござ

います。 

 ５４ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進事業費補助金などでござい

ます。 

 ５６ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、私立認定

こども園への土地・建物貸付収入でござい

ます。 

 款１８寄附金、項１寄附金、目１寄附金

は、子育て支援のための指定寄附金でござ

います。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項３貸付金

元利収入、目１奨学資金貸付金元金収入は、

奨学資金貸付金の償還金でございます。 
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 ５８ページからの項４雑入、目２雑入に

ついては、６８ページ、市立認定こども園

に係る職員等給食費負担金、児童主食費負

担金、各種予防接種負担金などでございま

す。 

 続きまして、歳出でございます。 

 まず、民生費についてご説明いたします。 

 １２８ページから１３４ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費は、家庭児童相談業務に係る経費、市立

児童センター及び市立児童発達支援セン

ターの運営委託料、児童福祉施設整備費補

助金、子ども食堂運営事業補助金、新型コ

ロナウイルス感染症の長期化及び食費等

の物価高騰に直面する子育て世帯への給

付金、私立認定こども園や障害児福祉サー

ビス事業所等に対する物価高騰対策支援

金、教育・保育給付費負担金、児童発達支

援業務等に係る通所給付費などでござい

ます。 

 １３４ページ、目２児童措置費は、児童

手当、児童扶養手当の扶助費などでござい

ます。 

 １３４ページから１３８ページ、目３児

童福祉施設費は、市立認定こども園の施設

管理運営に係る経費、とりかいこども園新

築工事に係る基本設計及び実施設計委託

料、保育教諭派遣委託料、子育て総合支援

センター大規模改修工事、私立認定こども

園等への障害児保育補助金などでござい

ます。 

 １３８ページ、目４ひとり親家庭福祉費

は、ひとり親家庭の自立支援に係る経費で

ございます。 

 目５子ども医療費助成費は、子供の医療

費助成に係る経費でございます。 

 目６ひとり親家庭医療助成費はひとり

親家庭に対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 続きまして、衛生費についてご説明いた

します。 

 １４６ページから１４８ページ、款４衛

生費、項１保健衛生費、目３母子衛生費は、

乳幼児等の予防接種に係る各種予防接種

委託料などでございます。 

 続きまして、教育費についてご説明いた

します。 

 １９２ページから１９６ページ、款９教

育費、項１教育総務費、目２事務局費は、

私立高等学校等学習支援金などでござい

ます。 

 １９８ページ、目４教育指導費は、就学

前教育・保育実践の手引の改訂に係る経費

などでございます。 

 ２０４ページ、項２小学校費、目２教育

振興費及び２１０ページ、項３中学校費、

目２教育振興費は、要保護及び準要保護の

児童・生徒に対する扶助費などでございま

す。 

 ２１２ページ、項４幼稚園費、目１教育

振興費は、私立幼稚園園児の保護者に対す

る施設等利用給付費負担金でございます。 

 ２１４ページから２１８ページ、項５社

会教育費、目２青少年対策費は、学童保育

室及びわくわく広場の運営に係る経費な

どでございます。 

 以上、次世代育成部が所管しております

令和４年度決算内容の補足説明とさせて

いただきます。 

○村上英明委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 それでは、決算概要から

質問させていただきます。 

 ８６ページ、子ども食堂の運営補助事業

です。年度途中から始まったので、執行率
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２０．１％は仕方がないところもあります。

どういう団体が申請していて、現状はどう

なっているかを回答いただきたい。 

 次に、８８ページの幼保ソーシャルワー

カーです。丸１年経過して、成果などをお

答えください。また、ヤングケアラー啓発

の取組も入っていると思いますので、そち

らもご説明いただきたい。 

 次に地域子育て支援拠点事業です。例え

ば、今、公的なものでは、地域子育て支援

センターが中心になっていると思うんで

す。様々なイベントや相談窓口があるかと

思うんですけれども、外国人の保護者に特

化した支援はあるのか。また、鳥飼エリア

では、外国の方をお見かけすることが多い

です。エリア的な課題として取り組んでい

ることはあるか、お聞かせください。 

 次に、９０ページ、保育士の雇用の問題

です。保育士不足で、各自治体、取り合い

になっているかと思います。 

 昨年も他市と比べて、どういう募集をし

ているのかお聞きさせていただきました。

改めてどういう取組をされているかお聞

かせください。 

 次に、待機児童についてです。令和３年、

令和４年、令和５年と、本当は施設的にも

う少し受け入れられるのに、保育士不足が

原因で受け入れられていない部分もある

かと思うんです。待機児童数の推移につい

て、お聞かせください。 

 次に、９２ページ、障害児保育運営事業

です。障害児の情報共有という点で、子育

て支援課と連携、例えば、障害児の保護者

のサークルは、登録が子育て支援なのか、

障害児対策なのか、そういう情報共有を進

めてもらいたい。現状をお聞かせください。 

 次に、１３８ページ、校務員共同作業事

業です。具体的にどういう取組なのか教え

てください。 

 次に、１４０ページ、不登校等の教育相

談、心理相談に要する経費として、具体的

にどういう取組かお聞かせください。 

 １４２ページ、令和４年度、部活動もコ

ロナの影響が大きいと思うんです。どうい

った経費が使われているかお聞かせくだ

さい。 

 次に、１４４ページ、教育関係団体補助

金事業です。具体的な内容についてお聞か

せください。 

 次に、いじめ問題防止対策推進事業です。

市全体のいじめ問題への助言と緊急対応

ということです。具体的な内容、委員会の

メンバーなどをお聞かせください。 

 次に、１４６ページ、特別支援教育推進

事業です。支援員が見つからないからなの

か、会計年度任用職員報酬等で予算額と決

算額が、一致してないところもありますの

で、内容についてお聞かせください。 

 次、１５２ページ、現状の中学校のエア

コン設置状況について、具体的にお聞かせ

ください。 

 順次計画を立てられているのは分かる

んです。しかし、災害などが起きたときは

避難場所にもなります。特に今年は猛暑だ

ったので、前倒しにできないか等も併せて

お聞かせください。 

 次に、１５６ページ、こども会育成事業

です。残念ながら、私の地元の千里丘地域

の一部のこども会が、今年、解散しました。

現状どれぐらいあって、ここ数年の推移な

ども、お聞かせいただけますでしょうか。 

 次に、１５８ページ、生涯学習フェステ

ィバル開催事業です。昨年度は台風の影響

で、開催できなかったんです。コロナ禍も

あり、従事する方が高齢などを理由に、ど

んどん減っている部分もあります。 
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 以前だったら大阪人間科学大学の学生

も参加されていたのが、若い方々の参加も

離れている現状があると思います。今後ど

のように進めていくかなど、委託事業では

あるんですけれども、税金がかかっており、

内容についてもしっかり精査いただきた

いので、お聞かせください。 

 次に、１６０ページ、公民館まつり事業

です。昨年度、コロナの影響で、できたと

ころ、できなかったところは、あるかと思

います。 

 ただ、できたところでも、高齢化が進ん

でおり、市民参加の高齢化は課題かと思い

ます。公民館の活動、グループの状況など

をお聞かせください。 

 次に、摂津市行政経営戦略令和４年度進

捗管理の１５４ページ、ファミリーサポー

ト事業です。チラシの配布や広報紙への掲

載などを通じて双方の会員数増加に努め

るとともに、援助会員と依頼会員のマッチ

ングの促進に努める必要があると書いて

あるんです。現状、登録されている人は増

えているのかなど、お聞かせください。 

 次、１５５ページ、子ども食堂です。重

複する部分があるので、先ほどのところで

お答えいただきたい。例えば、豊中市では、

ホームページの更新などを委託していま

す。今後、補助金を交付していくに当たっ

て、どう展開したいのかお聞かせください。 

 次、１５９ページ、地域生活支援事業、

障害児の状況に対してです。先ほどの障害

児の活動について、どう情報共有するかに

リンクしてくるかと思うんです。どっちで

相談したらいいのか、難しいところがあり

ます。移動サービスについて、教育委員会

にも関わってくるところです。先ほどの質

問と併せてお答えいただきたい。 

 次に、１６８ページ、生徒指導体制推進

事業です。スクールソーシャルワーカーに

ついて、現状をお聞かせください。 

 次に、２０１ページ、進路選択支援事業

です。奨学金制度の案内を作成し、中学２

年、３年に配布したとあるんです。大阪府

が、私立無償化という言葉を喧伝され、一

人歩きしています。実質の負担は非常に大

きいものがあると私は考えているんです。

奨学金制度の問合せ及び進学資金の相談

が２８件です。入学金や授業料以外の部分

がかかると周知できているのかどうか、具

体的な支援状況などをお聞かせください。 

 次に、２０３ページ、中学校給食です。

移行期で、なかなか難しいと思うんです。

センター化する前の状況、センター化して

いくに当たって、どのように準備をしてい

るかをお聞かせください。 

 次、摂津市の教育に関する事務の管理及

び執行状況の点検及び評価報告書から１

８ページ、学校マネジメント支援事業です。

どのような成果が見られているかをお聞

かせください。 

 次に、４０ページ、適応指導教室事業で

す。パル１室から、新たに鳥飼公民館内と

別府コミュニティセンター内に、アミ、メ

イトを開設したとあります。どのような経

緯があるかお聞かせください。 

 次、４７ページ、こどもフェスティバル

についてです。昨年度は、コロナウイルス

で中止となりました。今年度は雨で、途中

でストップしたと思うんです。コロナ禍に

おいて、参加団体等の増減はあるのかなど、

お聞かせください。 

 次に、５０ページ、子ども読書活動推進

事業です。今、スマートフォンの普及によ

って、大人も子供もなかなか本を読む機会

が減っていると思うんです。他市に比べる

と、ブックスタートの取組が弱い気もする
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ので、小さい頃からの読書活動推進事業の

在り方についてお聞かせください。 

 最後、６５ページ、積極的な情報発信と、

地域学校連携活動支援事業です。各中学校

区で様々なイベントをやっていただいて

いると思うんです。しかし、校区によって

熱心さに差が出ております。地域差を埋め

る取組、活性化に向けてどのような取組を

されているかお聞かせください。 

 以上です。 

○村上英明委員長 では、答弁を求めます。 

 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 子ども食堂運営

補助事業のご質問にお答えいたします。 

 子ども食堂運営補助事業につきまして

は、令和４年度から創設させていただきま

した。子ども食堂を開設する、あるいは運

営する団体に対して、月１回以上の定期的

な開催と、１回当たりおおむね１０人以上

の参加を要件として、補助金を支給するも

のでございます。 

 令和４年度は、４団体に対して、４６万

１，６５０円を支給しております。 

 新型コロナウイルス感染症の影響もご

ざいまして、なかなか運営が思うようにで

きなかったところもあり、４団体への補助

にとどまっております。令和５年度は開催

回数等も増えておりまして、今のところ、

９団体から申請の意向をお伺いしており

ます。 

 それから、後半でご質問いただきました

今後の話です。補助金制度の周知につきま

しては、補助金も含めて、子ども食堂がど

こでやっているかなどの周知にも、力を入

れてまいりたいと考えております。 

○村上英明委員長 古賀課長。 

○古賀家庭児童相談課長 幼保ソーシャ

ルワーカーの成果についてお答えいたし

ます。 

 幼保ソーシャルワーカーにつきまして

は、市内の就学前施設のほか、要保護児童

が在籍している市外の就学前施設にも３

か月に１回程度訪問し、連携強化に努めて

おるところであります。 

 また、保育所等で、直接子供の様子を見

て、けがだけでなくて、情緒面に心配なこ

とがないかなど、確認を行いまして、詳細

な記録としてまとめます。家庭児童相談課

のケースワーカーとも情報共有を行う中

で、今後の支援方針を立てるのに役立って

おります。 

 また、現場の職員と幼保ソーシャルワー

カーが直接対話し、見守りポイントを丁寧

にお伝えすることで、保育所等現場におけ

る虐待防止の意識が高まっているものと

感じております。 

 顔の見える関係が構築されたことで、保

育所等から心配な情報が増えており、令和

４年度につきましては、令和３年度と比較

いたしまして、７．５倍に及ぶ情報を頂い

ております。こういったことから、虐待の

早期発見・早期対応につながっているもの

と評価いたしております。 

 続きまして、ヤングケアラー支援の啓発

の取組についてです。まず、どのようなケ

ースがヤングケアラーに該当するのか、周

りの大人が気づいてあげることが大切で

あります。また、子供自身もヤングケアラ

ーかなと気づいていただくために、周知を

図る必要があると考えております。令和４

年度の取組といたしまして、１１月の広報

せっつでヤングケアラーの該当事例等を

啓発し、３月には、小学校の高学年と、ま

た、中学生向けに啓発チラシを配布して、

相談窓口の紹介を行ったところでござい

ます。 
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○村上英明委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 続きまして、外国人

に特化した支援があるのかに対しまして、

ご答弁申し上げます。 

 現在、つどいの広場におきましては、性

別や属性等にとらわれない支援を行って

おりまして、外国人の方を対象とした講座

等は実施していないところでございます。 

 ただ、委員がおっしゃられるように、近

年、外国の方が非常に多くなっております

ので、そういった支援について検討する必

要があると捉えておるところでございま

す。 

○村上英明委員長 湯原課長。 

○湯原こども教育課長 それでは、保育士

の採用に係りますご質問にご答弁申し上

げます。 

 まず、令和４年度の公立認定こども園３

園の人員体制につきましては、令和４年度、

正規職員３９人、臨時的任用職員４人、ま

た、必要に応じて会計年度任用職員、月平

均約６５人体制で運営を行っております。 

 民間保育施設の採用につきましては、基

本的には、事業者の採用計画によるものと

考えております。保育士の配置基準等を勘

案し、必要となる人材を確保していただく

ことになると考えております。 

 令和４年度の取組でございますが、民間

保育施設に対して保育人材の確保に向け、

宿舎借り上げ補助、就職支援補助を行って

おります。 

 続きまして、保育所等の待機児童の状況

でございます。 

 まず、令和３年４月１日時点では、待機

児童数２４人、令和４年４月１日時点では

２７人、令和５年４月１日時点では２９人

と増加しておる状況でございます。 

 待機児童に関わります令和４年度の主

な取組としましては、保育定員の増に向け、

民間施設に対する整備費用の補助をして

おります。 

 せっつあそびまち遊育園の園舎建て替

えに対して整備費の補助を行っておりま

して、保育定員は、２０人から９０人、７

０人の増加となっております。 

 こちらにつきましては、令和５年８月か

ら開園となっております。 

 続きまして、障害児保育に関わりますお

問いでございます。 

 障害児保育につきましては、障害児保育

として入所を希望される方、また、加配に

よる支援を希望される場合、入所を希望さ

れる園で事前に１日保育というものを実

施させていただきまして、臨床心理士の助

言をいただきながら、必要な保育等のアド

バイスをいただいている状況でございま

す。 

 また、受入れに当たりましては、担当の

保育士が関係機関と連携を取りながら、子

供の状況の聞き取りを行っている状況で

ございます。 

 また、保育所等に入所した後も、児童福

祉法に基づくサービスの一つになります

けども、保育所等訪問支援、こういったも

のも活用しながら、適切な支援に努めてい

るところでございます。 

○村上英明委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、７番目の

ご質問にお答えをさせていただきます。 

 校務員共同作業がどのような内容かと

いうお問いでございます。 

 平素は各校個別に配属されております

学校校務員が、例えばある学校全体のペン

キを塗り替えることが必要になった際な

どに、全員が一堂に集まり、共同でペンキ

の塗り替えをする等の作業事業となって
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おります。 

 また、補修のための技術伝承の研修等も、

この中の内容となっております。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 教育相談事業の具

体的な内容でございます。本事業では、摂

津市内の小学校１０校に週１回、スクール

カウンセラーを配置しております。 

 そのうち、摂津小学校のみ規模が大きい

学校でございますので、週２回配置してお

ります。 

 それ以外に、教育センターに心理士を木

曜日は５名、ほかの曜日は４名配置してお

ります。 

 教育センターでは発達検査を実施した

り、市民や子供の相談、あるいは適応指導

教室に通っているお子様の相談を実施し

ております。 

 相談内容につきましては、不登校のこと

もそうですけれども、いじめや、人間関係

で困っていること、学校生活で困っている

こと等、学校生活全般に係る様々な内容に

ついて相談を実施しております。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 決算概要１４２

ページ、学校部活動等助成事業の経費の使

い道についてでございます。 

 まず、会計年度任用職員報酬及び期末手

当は、部活動指導員に係る報酬でございま

す。 

 次の報償金は、技術指導を行う部活動補

助員に係る費用でございます。 

 次の費用弁償（会計年度任用職員）は、

部活動指導員の交通費でございます。 

 次の中学校部活動助成金は、中学校の生

徒数掛ける７００円で各学校に補助をし

ておるものでございまして、各学校が部活

動に係る消耗品等を購入しております。 

 次の学校部活動対外競技参加費補助金

は、摂津市内にございます学校が、全国大

会に準ずる大会に参加する場合の宿泊費

等の補助を行うものでございます。令和４

年度につきましては、該当なしでございま

した。 

 最後は、前年度の使わなかった分の返還

となっております。 

 続きまして、決算概要１４４ページ、教

育関係団体について、どういった団体があ

るのかについてお答えいたします。 

 こちらは、進路保障協議会、教育研究会、

特別支援教育研究協議会、幼小中生活指導

研究協議会、人権教育研究会、在日外国人

教育推進協議会、摂津スクール広場、以上

七つの団体でございます。 

 続きまして、いじめ問題対策委員会につ

きましては、教育委員会の附属機関として

設置しております。機能といたしましては、

本市の小学校・中学校の児童及び生徒に係

るいじめ防止のための対策についての調

査審議、また、重大事態に係る事実関係を

明確にするための調査に関する事務を行

う機関でございます。 

 構成員といたしましては、大学の教授、

弁護士、スクールカウンセラー、そして学

校の元校長の以上５名で構成しておりま

す。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 特別支援教育推進

事業の執行率について答弁いたします。 

 この事業では、主に支援教育に見識の深

い特別教育推進専門員等を学校に派遣い

たしまして、子供の見立てや、支援の方法

について助言をいただく等の活動を行っ

ております。 

 今回、執行率が低うございますのは、医

療的ケアが必要なお子様に対して看護師
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を任用する予算を計上しておりましたが、

令和４年度につきましては、該当する児童

がおりませんでしたので、このような結果

となっております。 

○村上英明委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 中学校のエアコン

設置計画についてでございます。 

 エアコンの設置につきましては、小学校

と共に計画を進めておりますので、併せて

お答えさせていただきます。 

 現在、小学校・中学校ともに、普通教室、

特別教室、全ての教室にエアコンの設置は

完了しております。 

 体育館のエアコン設置に、ちょうど取り

組んでいるところでございまして、令和４

年度の実績といたしましては、第三中学校、

鳥飼北小学校に設置をいたしました。 

 安威川以北・安威川以南に１校ずつでご

ざいます。 

 本年度につきましては、第四中学校、味

舌小学校、鳥飼小学校の設置に取り組んで

いるところでございます。 

 防災の視点で申しますと、今年度この３

校が完了すれば、各中学校区に１校ずつは

必ずエアコンが設置された体育館がある

状況になる予定でございます。 

 また、エアコン設置の前倒しですが、残

りの千里丘小学校を除く９校につきまし

ては、本年度に前倒しで、実施設計、次年

度に工事着手をする予定でございます。 

 ただ、本年度の実施設計につきまして、

入札を行ったのですが、２回不調となりま

した。 

 ９校を一度に実施することは、業者も多

忙であり、２回に分けさせていただき、前

半グループは、このほど入札が完了しまし

た。 

 後半グループは、年明け頃、再度入札を

行う予定でございます。何とか令和６年度

には工事が完了するように努めてまいり

たいと考えております。 

○村上英明委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に係ります三つの質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、こども会育成事業でございます。 

 こども会の現状につきましては、今、団

体数がかなり減っておりまして、令和４年

度で加入率が全体の１６．６％、令和３年

度は１７％ぐらい、令和２年度が２２％ぐ

らいと、年々減ってきております。 

 以上でございます。 

 続きまして、生涯学習フェスティバル開

催事業についてお答えします。 

 生涯学習フェスティバルにつきまして

は、委員がおっしゃるとおり、若い方の参

加が減っているのと、従事する方も減って

おります。 

 しかしながら、生涯学習フェスティバル

は、生涯学習フェスティバル実行委員会が

開催しており、令和５年度で第１８回と、

本市のイベントとしては定着していると

思っております。 

 企画内容につきましては、教育基本法第

３条にある生涯学習の理念を鑑み、今後も

生涯学習フェスティバル実行委員ととも

に、若い方の参画を呼びかけていくことで

今後の進め方について考えていきたいと

思っております。 

 続きまして、公民館まつり事業について

お答えします。 

 昨年度は、新鳥飼公民館のみ開催しまし

た。先ほどの生涯学習フェスティバルと同

じように、実行委員会形式でしております。

こちらも高齢化が進んでおります。実行委

員の体制なんですけども、公民館登録クラ
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ブ、自治会、ＰＴＡ、青少年指導員など、

いろいろな団体で組織してくださってお

ります。 

 その方たちが企画運営をしており、今後

の開催につきましても、実行委員と一緒に

考えていくことになります。 

○村上英明委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 続きまして、ファミ

リーサポートセンターの、現在の登録者数

について、ご答弁申し上げます。 

 会員数についてでございますけれども、

依頼会員は、年々増加しており、令和４年

度末現在では、２５９名となっておりまし

て、前年度より１２名増加しておるところ

でございます。 

 次に、援助会員でございますけれども、

援助会員が９９名、両方会員が４７名で、

合わせて１４６名となっておりまして、こ

ちらも前年度より９名増加しているとこ

ろでございます。 

○村上英明委員長 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 障害児福祉サー

ビスに係りまして、移動支援サービスに係

るお問いに、お答えさせていただきます。 

 先ほど、西谷委員にご指摘いただきまし

たとおり、移動支援サービスにつきまして

は、障害者総合支援法のサービスというこ

ともありまして、地域生活支援事業として、

現在は年齢に関係なく、障害福祉課が所管

しておるところでございます。 

 ただ、障害児のご利用について、ご要望

があることにつきましては、こちらでも認

識しております。その内容につきましては、

障害福祉課とも情報交換し、共有しておる

ところでございます。 

 また、今年度、障害児福祉計画の策定を

しており、その中で、障害児の団体の方に

もアンケート及びヒアリングをさせてい

ただく予定となっております。障害福祉課

と連携し、情報を吸い上げながら、取り組

んでまいりたいと考えております。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 摂津市行政経営

戦略令和４年度進捗管理１６８ページ、Ｓ

ＳＷについてのお問いにお答えいたしま

す。 

 ＳＳＷは児童・生徒の問題行動、不登校

や虐待等に対して適切に対応することを

目的に、児童・生徒が置かれている様々な

環境に着目して働きかけ、学校の枠を超え

て、福祉関係機関等とのネットワークを構

築し、支援体制を整える等のコーディネー

ター的な役割を担っております。 

 本市における現状といたしまして、まず、

令和４年度は、各中学校区に１名ずつ配置

しており、１週間のうち２日ずつ、校区の

小学校に勤務してまいりました。 

 令和４年度進捗管理にも記載いたしま

したが、昨年度途中で退職者が出てしまい

ました。 

 今年度につきましては、その校区１名ず

つ、合計５名に加えまして、チーフを１名

配置しておるところです。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 進路選択支援事業

の具体的な内容についてのお問いにお答

えいたします。 

 本事業では、奨学金制度を受けることが

できるのか、あるいは、どのような手続を

行えばいいのかというようなご相談にお

答えしております。 

 令和４年度は、中学校の進路説明会に各

校２回ずつ、合計１０回職員を派遣いたし

まして、奨学金に関する相談ブースを設置

いたしましたところ、合計１０件の相談を

受けました。 
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 それ以外に、市民の方から電話や直接訪

問いただく形で１８件、合計２８件に対応

しております。 

 内訳といたしましては、高校進学や転学

に際しての相談が２４件、大学・短大・専

門学校の進学・転学に関しての相談が４件

となっております。 

○村上英明委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 中学校給食の、セン

ター化前の移行期についてのご質問にお

答えいたします。 

 移行準備期間につきまして、ハード面の

給食センターは、かねてより研究等をして

おるところでございます。現在も、ワーキ

ンググループにおいて、引き続き検討を行

っているところでございます。 

 一方で、中学校では現在、全員喫食を実

施しておりませんので、配送された給食を

受け取った後の中学校では、特に教職員の

食物アレルギー対応や給食指導について

は、課題があると認識しております。 

 栄養士や栄養教諭から成るワーキング

グループでも詳細は討議しておりますが、

本年度より中学校給食検討委員会という

ものを立ち上げさせていただきました。中

学校の校長、教頭、現場の教員、また、保

護者の方、栄養教諭の代表等にお集まりい

ただきまして、そこで現場にどういった課

題があるか等の洗い出しもしていただい

ております。 

 今後は、アレルギー対応等の具体的な詳

細を決めつつ、現場の教職員等への研修を

実施していかなければならないと認識し

ております。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 摂津市の教育に

関する事務の管理及び執行状況の点検及

び評価報告書の１８ページにございます

学校マネジメント支援事業の成果につい

てお答えいたします。 

 各学校における課題解決のために補助

しておるものでございまして、まず、令和

４年度の成果といたしましては、例えば、

日々の授業力の向上をテーマに、管外視察

を行った学校がございます。 

 こちらは、校長と教員が共に九州の、例

えば大分県に視察に参りまして、日々の通

常の授業を参観させていただくとともに、

小学校と中学校のつながりをどのように

工夫されているか等を学んでまいりまし

た。 

 そうした視察を受けて、教員が非常に感

化されまして、自らもっともっと授業の質

の改善をしなければならないと、教員の取

組意欲の向上につながったと、校長より報

告を受けております。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 適応指導教室事業

について、アミ、メイトを設置した経緯に

ついてのお問いにお答えいたします。 

 本事業では、学校に何らかの理由があっ

て行きにくいお子様に対して、学習の支援

や、人間関係をうまくつくるために、ゲー

ムなどを通して、トレーニングを実施して

います。 

 パルは教育センターにございますが、特

に第二中学校、第四中学校、第五中学校の

校区のお子様にとって、少し距離がござい

ますので、なかなか不登校のお子様が、そ

の距離を押してセンターまで来るのが難

しいという事情がございました。そこで、

新鳥飼公民館、別府コミュニティセンター

に場所を設けまして、少しでも近くで、そ

ういったお子様が来やすくなるようにと、

本年度から実施しておるものでございま

す。 
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○村上英明委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、摂津市の

教育に関する事務の管理及び執行状況の

点検及び評価報告書のこどもフェスティ

バル開催事業です。参加団体の増減がある

かなんですけども、令和２年度から令和４

年度につきましては、コロナが原因で中止

になりましたが、実行委員会の団体数につ

きましては、令和２年度が４０、令和３年

度が３８、令和４年度が３４ということで、

少し減っております。 

○村上英明委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 子ども読書活動に

ついてのご質問について、内容がブックス

タートということでしたので、出産育児課

からご答弁申し上げます。 

 ブックスタート事業につきましては、現

在、４か月健診時に絵本の読み聞かせを行

うとともに、５冊の本の中から好きなもの

を選んでいただきまして、全ての方に配布

をしておるところでございます。 

 また、その中で、図書館等の絵本の案内、

絵本を読める場所の案内等も行っている

ところでございます。 

 ブックスタートを皮切りに、出産育児課

におきましては、つどいの広場におきまし

て、ボランティアによる絵本の読み聞かせ

や本の貸出し、そして、年に一度、安威川

公民館におきまして、絵本であそぼという

大きなイベントも行っているところでご

ざいます。 

○村上英明委員長 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 地域学校連携活

動支援事業に関するご質問でございます。 

 地域学校連携活動支援事業につきまし

ては、各中学校区ですこやかネットを構成

していただきまして、それぞれに特色のあ

る活動をしていただいておるところでご

ざいます。活動内容の偏りですとかマンネ

リ化が課題として挙げられております。 

 現在、年２回、全校区集まりまして、実

行委員会を開催しております。それぞれの

活動内容、取組について情報共有を図りな

がら活性化に努めてまいりたいと考えて

おります。 

○村上英明委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 ありがとうございます。 

 子ども食堂の現状について、令和４年度

はコロナ禍もあり、スタートしていなかっ

た団体もあるけれども、令和５年度に始ま

った団体も幾つかあるということです。今

後は補助金があることを周知していくと

いう回答をいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

 要望です。保育園とともに高齢の介護施

設を運営している社会福祉法人は、コロナ

禍において、コロナの方が出てしまうと、

両施設をストップしなければならないの

で、なかなか実施に至らなかった。５月に

規制が明け、約半年ぐらいは、その経過を

見られていた経緯もあります。民間の寄附

を集めなくてもスタートしやすいという

ことで、補助金がつくられたかと思います。

周知とともに民間団体が参加しやすい仕

組みづくりを考えていただきたい。 

 これも要望になります。豊中市は、いこ

っとという、子ども食堂や地域の子どもの

居場所に特化しホームページで、イベント

などの情報を発信しているサイトを立ち

上げています。ネット社会になってきます

ので、摂津市、子ども食堂、今日に引っか

かってくるような情報発信にもつながれ

ばと思います。予算措置に向け、豊中市の

取組も調べて、参考にしていただきたい。

要望としておきます。 

 次、幼保ソーシャルワーカーについてで
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す。情報がすごく集まってきているのは、

不安に思うところです。以前は隠れていた

ものが発見されているということで、喜ば

しい成果かと思います。 

 誤情報もあるかもしれないけれども、そ

の中から、重篤な案件に発展しないように、

情報が寄せられた時点でしっかり精査し、

対応に努めていただきたい。こちらも要望

としておきます。 

 ３番目のヤングケアラー啓発の取組で

す。テレビでもヤングケアラーに関するＣ

Ｍを見かけます。お手伝いとの線引きが難

しく、なかなか自分がそうであると気づき

にくいことは、理解しているんです。例え

ば、ヤングケアラーが発見され、どう解決

するかがポイントになってくると思うん

です。そういう活動ができる地域団体、社

会資源が、摂津市は弱いかと思います。そ

ういった団体をどう構築していくか、もし

今後、ヤングケアラーが見つかったとして、

困っているっていう相談があったときの

対策も併せて考えていただきたい。こちら

も要望としておきます。 

 次、地域子育て支援拠点事業について、

詳しい説明ありがとうございます。 

 今回、地域の夏祭りや秋祭りで、パート

ナーも両方、外国の方で、１、２歳のお子

さんを連れている方を見かけました。その

際、盆踊りを遠くから、眺められており、

地域の祭りがあるという情報は入ってき

ているけれども、輪の中に入る一歩が踏み

出せない状況を感じました。外国籍の方が

工場などに従事している自治体では、外国

の方向けにコミュニティーをつくりやす

いように、特別の説明会や、サークルのよ

うなものをされているところもあります。

今後、鳥飼まちづくりグランドデザインの

メニューに入れるなど、取り組んでいただ

きたい。こちらも要望としておきます。 

 次、保育士不足について、宿舎の借り上

げとか、就職して就労継続していただいた

ら、補助金が出るとか、独自の取組も実施

されているというご説明でした。今後も各

自治体で保育学科を出た学生の取り合い

は激化していくと思います。今後は保育士

資格を持っている、離職された方にどうや

って戻ってきていただくかという視点が

大事かと思っています。 

 私の周りでも、実は元保育士で、今、保

育に従事してない方もたくさんいらっし

ゃるわけです。摂津市としては、大阪人間

科学大学、成蹊大学の保育科と連携協定も

しています。卒業生の中で、リストをつく

っていただいて、シルバー人材センターの

保育バージョンとして、卒業生を掘り起こ

せないか。市独自の取組として、ずっと摂

津市で働いてくれたらボーナス幾らあげ

ますというのは、各市が金額の競争段階に

入っているんです。そうじゃなくて、摂津

市内の保育園はこれだけ働きやすいとい

う情報発信であったり、離職した人材の方

が帰ってきやすい環境づくりが必要だと

思います。私、保育業界に帰ってきた方、

一人にヒアリングしたら、摂津市は、小学

校入学後の、１か月間ほぼ午前中だけで帰

ってくる状況があるんです。学童に入れる

ほどではないけど、午後２時ぐらいまで働

いている方にとっては、小学１年生の４月

問題は結構大変なんです。特殊な例にはな

ると思うんですけれども、何らかの対策を

取れば、保育士が一人、二人確保でき、そ

のまま従事してくれると思うんです。一定

期間だけ学童に入ってもらえるとか、４月

と夏休み、冬休みとか一時的な対策で、保

育士が離職したけれども、戻ってきやすい

環境づくりに、取り組んでいただきたい。
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要望としてお伝えしておきます。 

 待機児童については、年々微増している

ところもあります。 

 私は、千里丘地域に住んでいます。２０

１８年の地震以降、長屋だったところを潰

して新しく戸建てに建て替わったところ

は、ありがたいことです。子育て世代が特

に千里丘エリアは激増していると、日々の

生活の中でも感じています。一方、保育園

の整備は進めていただいているんですが、

幼稚園に入れて働こうと意欲を持ってい

る方もいらっしゃいます。そういう方は一

時預かりを活用されているケースが多い

んです。 

 以前は、子育て総合支援センターに、早

朝５時とかにずらっと並んで予約するの

が、ネット申込みには替わったんです。月

に１回ぐらいチェックしてみたら、常に５

人ほど待機している状況にあります。 

 本来の一時預かりは、リフレッシュだっ

たり急な用事があって、どうしても預けた

いときに対応するべき枠なのに、就労の人

のための枠になっているのかと、周りの情

報からも感じます。難しいんですけれども、

リフレッシュできるような体制づくりも

併せてやっていただけると、本来の保育所

等の枠に影響しなくなってくる。幼稚園に

入れながら働ける人の環境づくりをやっ

ていくと、無理に保育所等に入れるんじゃ

なくて、緩やかな働き方から始めたい人の

需要も満たせると思います。ヒアリングや

アンケートするなり、どうすれば待機児童

が減って、住んでいる方の生活が望みどお

りになるか、そういった工夫を、幼稚園を

こども園化せず、幼稚園を維持している学

校法人にも相談しながら、うまく構築して

いただければと思います。こちらも要望と

しておきます。 

 次に、障害児の送迎サービスです。今、

アンケートを取られています。その結果を

踏まえ、ぜひ新たな取組にしていただけれ

ばと思います。 

 決算概要、９２ページ、母子福祉会補助

事業です。 

 摂津市の母子福祉会は、どのような状況

か。 

 令和３年の虐待の悲しい事件は、ひとり

親が行政とうまくつながれなかったとこ

ろが大きいかと思います。民間から情報を

吸い上げることができたらと思います。金

額的には大きい額ではないんですけれど

も、こういったところも活用してもらいた

い。補助金事業ですので、摂津市が活動状

況を伝えるのは難しいかと思うんですけ

れども、どういった活動をされているかを

お聞かせいただきたい。 

 次に、ひとり親家庭自立支援給付金事業

です。ひとり親家庭の資格取得等に対し、

給付金を支給し、資格を持つと正社員につ

ながるかと思います。ひとり親は、ぜひ正

社員になっていただきたいと私も常々思

っているんです。どういう状況にあるかお

聞かせください。 

 次に、９８ページ、出産・子育て応援給

付金事業です。伴走型相談支援の実施につ

なげたいと、コロナ対策で出てきた応援給

付金だと思うんです。何か効果はあったか

お聞かせください。 

 戻りまして、校務員共同作業事業です。

個別にいらっしゃる方を一堂に集めて、人

員が必要なことにみんなで取り組むこと

で効率化を図っていただいている。非常に

素晴らしいと思います。そのときに研修も

兼ねているということです。摂津市は人口

的に大きくないので、そういった工夫をさ

れ、みんな一緒に作業することで全体感と
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いうか、学校同士は離れていても情報共有

しやすい取組にもなってきます。ぜひ継続

いただきたい。要望です。 

 次に、不登校の教育相談や心理相談に関

する内容です。スクールソーシャルワーカ

ーは結構、充実していると思うんです。摂

津小学校は人数が多いことでスクールカ

ウンセラーが週２回、それ以外は週１回で、

予約が取りにくいといった保護者からの

お声はないのか、お聞かせいただきたい。 

 次に、部活動指導員・補助員の細かい内

容について説明ありがとうございます。 

 部活動に関しては、生徒数が減っている

こともありますし、指導する先生の問題も

あるかと思うんです。私の中学校時代は、

勉強もいいけれども、部活が好きで学校に

来ているお子さんもいたと思うんです。部

活動のバリエーションが、私の頃と比べて

少ないのではないかと思います。 

 例えば、高校では何校かで一つの部活は、

既に１０年ぐらい前から取り組まれてい

ると思うんです。第一中学校と第三中学校

は、近所と思います。中学校は学区が違う

とか、それぞれかなり課題があることは承

知しています。高校でできて中学でできな

いことはないと思います。 

 同じ市内の中学校で、子供たちの放課後

が、彩り豊かになるように、継続が難しい

クラブが出てきたら、隣の中学校と合同で

やるとかできないか。部活動指導員制度が

あるので活用していただいて、部活動をな

るべく継続できる、そして、増やせる体制

を取っていただきたい。要望としておきま

す。 

 教育関係団体について、様々な団体が活

動いただいていて、それに対する補助金を

出されていると理解いたしました。 

 学力向上推進事業です。摂津ＳＵＮＳＵ

Ｎ塾にも予算が出ていると思います。摂津

ＳＵＮＳＵＮ塾は、エリアによっては非常

に効果が生まれてると思うんです。しかし、

エリアによっては、遊びに行っているだけ

というお声も保護者からお聴きします。１

事業者に一括で委託するんじゃなくて、地

域の特性とか事情に合わせて、委託する団

体にバリエーションを持たせることはど

うでしょうか。例えば、三島２丁目のセブ

ンイレブン前のそらというスペースで、今、

学習指導に取り組まれているんです。そこ

に来られてるお子さんの中には、塾のペー

スにはついていけない、発達に課題のある

お子さんとかも来られている。そういうこ

とに特化した、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾とまた

別の取組を入れるなど、単純に民間塾の形

式を取り入れるんじゃなく、それぞれの学

生の課題に応じたバリエーションを持た

せる取組ができそうか、２回目、お聞かせ

ください。 

 次、いじめ問題です。大学教授、弁護士、

スクールカウンセラー、校長先生経験者の

方などが委員のメンバーです。執行してな

いことは、重大事態がなかったということ

で安心はできるんです。教育委員会の会議

に出席した中では、いじめの件数自体は増

えており、虐待の件についても、報告が上

がらないことが一番です。いじめをなくし

ていく方向に持っていかなくてはいけな

いと思います。予算計上しているのであれ

ば、重大事件がなかったとしても、学識経

験者の方たちに、増加している現状に対し

てどういう対応ができるかといったアド

バイスがもらえるよう、いじめ問題対策委

員会を開催すべきだと思います。要望とし

ておきます。 

 次に、特別支援教育推進専門員等が見つ

からないから、執行率が減っていると思い
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ました。医療的ケア児に対する看護師の予

算という説明ありがとうございました。 

 障害をお持ちの保護者に周知するのは、

難しいと思います。できなかった部分はあ

るかと思います。今年度、就学前施設では

医療的ケア児の対応をされているという

ことです。次は小学校に通うことが大きな

ハードルになってくるかと思います。 

 希望になるべく添えるように、切れ目の

ない支援体制づくりを引き続きお願いい

たします。 

 次、中学校のエアコン設置状況について、

説明ありがとうございます。 

 ニュースなどでも、建築関係の人員が不

足していることが、日々報道されておりま

す。工事の入札が不調に終わって、前半・

後半と分けて、もう一度実施されて、前半

は何とか完了したということで、本当に大

変な状況の中、工夫していただいてありが

とうございます。 

 後半、また高騰が続いているので不調に

ならないように、価格を見極め、入札して

もらえる設定を要望します。 

 次に、こども会です。少しずつ減ってい

る現状で、令和２年度が約２２％だったの

が、令和４年度は１６．６％に減っている

ということです。 

 確かにこども会の仕組み自体が、今の保

護者には厳しいのは、私もこども会に携わ

っていたので、非常に感じるわけです。 

 こども会は、自治会と非常に関係してい

るところがあり、教育委員会の所管なのか

と、今回、決算書を眺めていて思いました。

例えば、北摂各市は生涯学習課にこども会

が入っているんですけれども、河内長野市

は文化・スポーツの担当になっています。

それは多分、キックベースボールとかソフ

トボールとか、こども会に所属している運

動の関係で、文化・スポーツなのかと思っ

たりもします。こども会は地域活動かと思

うんです。地域活動で、ほぼ、育成会とい

う名の町会の一部になっています。こども

会の保護者が、地域活動への参加率も高い

のは、多分、データで調べていただいたら

出てくると思います。今後の町会維持とい

う観点からも、自治振興課と一緒に連携し

ていただきたい。どうやったら維持できる

か、どこかの自治会で、新しいこども会の

形を模索してみる。今、国も各自治体も子

供の居場所をつくっていこうという動き

があると思います。どうやったら新たな形

に持っていけるか、今だったら、同じ子育

ての関係で子ども食堂があると思うんで

す。そこを活用するとか、せっかく予算を

出して、地域ごとでやっている活動なんで、

そういった工夫をしていただきたい。要望

としておきます。 

 次に、生涯学習フェスティバルです。生

涯学習大学の卒業生が、今後、地域で活動

していっていただくに当たって、イベント

を一緒に盛り上げていきましょうという

流れがあるかと思うんです。生涯学習大学

が開催されている時間帯などを考えると、

お仕事をリタイアされて、時間があるから、

地域の活動に参加してみようという方が

参加しやすい時間帯やテーマになってい

ると感じました。ここ数年、定員がいっぱ

いになることは、なかったかと思います。

若手の方、会社員でも参加しやすいように、

オンライン講座にしてみるとか、土曜の昼

間に全部集中して実施するとか。他市の講

座と比べると、摂津市は１２回で、吹田市

が６回です。１２回はなかなかのボリュー

ムで、全部行こうと思ったら、かなりの負

担になると思います。参加しやすい回数に

替えてみるとか、工夫をしていただきたい。
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要望としておきます。 

 次に、公民館まつりです。お母さん方で

も、保育園の保護者で集いをやってみたい

という思いがあっても、コミュニティプラ

ザの子どもルームは予約でいっぱいで、な

かなか取れない。公民館は、利用前に団体

登録とかハードルがあったりする。稼働率

も考えていただいて、今年、別府コミュニ

ティセンターの企画で、スペースを貸しま

すと取り組んでいらっしゃいます。公民館

単位で、何かをやりたいという若い方々が

参加しやすい工夫をしていただきたい。要

望としておきます。 

 次に、ファミリーサポート事業です。依

頼が結構増えていて、両方会員も、どちら

も微増していると思うんです。ファミリー

サポート事業については、かねがね、講習

を受けないと登録できないところがハー

ドルの一つと思っています。 

 千葉県流山市は、２団体に依頼していま

す。一つよりも２団体にすることでお互い

に意識して切磋琢磨するので、検討いただ

きたい。例えば母子手帳を渡すタイミング

で、ファミリー・サポート・センターは、

急に利用できないという周知の紙をつく

っておくとか、核家族化は進んでおり、今

後の子育てにおいて事前に準備しなけれ

ばいけない一つとして、お父さん、お母さ

ん以外の第三のサポートを用意しておき

ましょうという周知も工夫をしていただ

きたい。要望としておきます。 

 次に、ひとり親家庭医療費助成事業です。

大学に進学された２２歳年度末までのお

子さんと、その保護者に対する医療費を助

成する制度です。通信制高等学校等の４年

目の子どもに対して、国の就学支援金等は

支給対象になっているので、今後、検討が

必要と記載されているんです。実際、検討

してどうかをお聞かせください。 

 次に、スクールソーシャルワーカーの連

携強化の現状です。退職者が出たと記載さ

れていることに対して、チーフスクールソ

ーシャルワーカーを設けていただいたこ

とは、非常に前進だと思います。 

 よくお聞きするのが、教員でもなく、各

学校に一人で、疎外感を感じるお話は聞い

たことがあります。チーフの方をつけてい

ただけることで、自分の相談する相手がで

きると、孤独感も解消されると思います。

スクールソーシャルワーカーが長期継続

され、地域資源のことをよく知っている方

がいるのは貴重なことです。引き続き、常

勤化も視野に入れて、長く摂津市で働いて

いただける工夫を要望しておきます。 

 次に、２０１ページ、進路選択支援事業

です。奨学金について、進学資金の相談な

どもされていて、私も借りていたんで分か

るんですけど、本来は、奨学金は借りない

に越したことはないと思います。例えば、

進学に対して、これぐらいの年齢になった

ら、これぐらいのお金が要るといった、保

護者に対する金銭管理のマネジメント教

育を普及させる。急に５０万円とか３０万

円とか、まとまったお金は用意できません

から、そういった知識の普及が必要かと思

います。どこまで行政がせなあかんねんと

いうところもありますが、こちらも要望と

しておきます。 

 次に、中学校給食です。今年度、中学校

給食検討委員会を立ち上げられたという

ことです。個別にお弁当を支給するのと、

給食センターで各学校全員喫食では、全く

状況が違います。既に準備に入られている

ので、引き続き、スムーズな移行ができる

ように、お願いいたします。 

 次に、学校マネジメント支援事業です。
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大分県に視察に行かれて、教員の意欲が上

がったということです。行かれた学校の情

報を各校に共有していただくことで、摂津

市全体が意識向上できるように、お願いい

たします。 

 次に、適応指導教室です。実際、通いや

すい場所に開設されたことで、何名ぐらい

の方が利用されているか、もし数字が出せ

るんだったら、お聞かせいただきたい。 

 次に、こどもフェスティバルです。団体

数が令和２年度の４０から３８、３４と少

しずつ減っています。団体数が多ければい

いということではないとは思うんですけ

れども、生涯学習フェスティバルにしても、

公民館まつりにしても、なかなか市民活動

にまで余力がない現代になっていってい

るかと思うんです。その中で、どうやった

ら市民活動に従事できるか、例えば、子ど

も食堂が増えているのは、補助金をつけた

ところは大きいと思うんです。 

 ここ２年ぐらいは居場所づくり事業が

多いんです。市民公益活動補助金事業など、

自治振興課で出ている部分もあります。協

働してお子さんのことについて何かやっ

てみませんかと、広報で周知してみるとか、

そういった工夫に取り組んでいただきた

い。 

 ブックスタートについては、ただ絵本を

渡すだけじゃなく、年に１回の絵本に特化

したイベントがあるとか、様々、取り組ん

でいただいていると思うんです。摂津市の

特徴として、よく広報に載っているのが、

ハートの形を売りにされていると思うん

です。そのハート型で、鉄道により地域が

分断されて、１か所に集まるのが難しいの

かと思うんです。 

 開催されているのが安威川公民館で、今

後、鳥飼に児童センターができる予定です。

安威川以北だけじゃなく、安威川以南でも

開催する取組に発展していただきたい。要

望としておきます。 

 次が、地域学校連携活動支援事業です。

年に２回、実行委員会で会議を持たれてい

るということです。移動は負担が増えるか

と思うんです。市民からの反響がいいもの

に対しては、ほかの校区の支援員がサポー

トして、ほかの校区でも実施するとか、情

報共有だけじゃなく、別の地域もお手伝い

できる仕組みにするとか、工夫を重ねても

らいたい。 

 ２回目、よろしくお願いします。 

○村上英明委員長 では、答弁を求めます。 

 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 摂津市母子福祉

会の補助金の使用状況でございます。 

 摂津市母子福祉会につきましては、会員

の親睦と激励を図り、生活の安定と子女の

健やかな育成に努めることを目的として

活動されております。 

 母子福祉会補助金につきましては、例え

ば、中学校卒業生の祝い品でございますと

か、年忘れ母と子の集いといったイベント、

あと、研修会といった事業に活用していた

だいておるところでございます。 

 もう一点、ひとり親家庭自立支援給付金

事業の成果でございます。 

 ひとり親家庭自立支援給付金事業につ

きましては、現在、３種類の給付金がござ

います。 

 まず、ひとり親家庭自立支援教育訓練給

付金でございますが、就職に結びつく可能

性の高い講座を受講し、修了した場合に支

給するものでございます。 

 令和４年度につきましては、準中型一種

免許取得講座、介護職員初任者研修などを

修了された４人に対し、１３万４，０９０
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円を支給いたしました。 

 ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金

は、ひとり親が経済的な自立に向けて、就

職に有利な資格を取得するための養成機

関に通う場合に支給するもので、令和４年

度は看護師や介護福祉士などの資格取得

を目指す６人に対し、６３２万２，５００

円を支給いたしました。 

 このうち、最終学年に当たりますお二人

につきましては、それぞれ准看護師、視能

訓練士の資格を取得されまして、現在、就

職をされております。 

 最後にひとり親家庭高等学校卒業程度

認定試験合格支援給付金は、ひとり親家庭

の親または子が、高等学校卒業程度認定試

験、いわゆる高卒認定試験を受験されるた

めに講座を受講された場合に支給するも

のでございますが、こちらは令和４年度、

支給の申請はございませんでした。 

○村上英明委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 それでは、出産・子

育て応援給付金事業の効果についてご答

弁申し上げます。 

 実際、事業を実施しておりまして、市側

といたしましては、全数面談であったり、

８か月時の面談やアンケートによって、妊

産婦のニーズをつかむことが容易になり、

ニーズに即した効果的な支援ができるよ

うになったかと捉えております。 

 また、妊産婦の方々にとっても、妊娠時、

８か月時、出産時と、数度の面接、面談を

経まして、相談に対するハードルが下がっ

た、出産育児課等の相談機関にアクセスが

しやすくなったんではないかと捉えてい

るところでございます。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 スクールカウンセ

ラーの予約が取りにくいという声がない

のかというお問いにお答えいたします。 

 実際に保護者の方からそういった声は

届いてはおりませんが、昨年度、一度だけ、

少し、予約が取りにくい状況があったと認

識しております。 

 学校や、時期によって、予約の件数はま

ちまちですので、一概には言えないんです

けども、おおむね、かなり相談が入ってい

る状況でございます。 

 スクールカウンセラーが子供の状態、あ

るいは相談した保護者の状態等を鑑みな

がら、例えば相談の初期には、毎週面談を

行うが、一定、状況が落ち着いてきたら、

月に１回など、調整をしながら、適宜、必

要な相談活動ができるように実施してい

るところでございます。 

○村上英明委員長 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 ひとり親家庭医

療費助成事業に関するご質問でございま

す。 

 通信制高等学校等の４年目のお子様に

対する助成につきましては、課題として認

識しておるところでございますが、現在の

ところ、具体的に検討するには至っており

ません。 

 来年度、ひとり親家庭等自立促進計画を

策定してまいります。その中で、こちらの

課題も併せまして検討してまいりたいと

考えております。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 摂津ＳＵＮＳＵ

Ｎ塾とは別に、設定したテーマに特化した

学習支援ができないかというお問いにお

答えいたします。 

 まず、テーマ設定等について、可能かど

うか、すぐに言及はできませんが、可能性

としては、現在、例えば、放課後の子供た

ちの居場所の中で、宿題をやったらどうか
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という先進的な取組事例を他市に視察に

も行っております。そういったものの導入

は、お問いの内容につながっていく可能性

を感じているところです。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 アミ・メイトの具体

的な人数についてのお問いにご回答いた

します。 

 適応指導教室パルでは、令和４年度では、

２０名、利用したお子さんがおりました。 

 アミ・メイトができて、今年度は、まだ

９月の状況ですが、パルには１５名、アミ

には４名、メイトには５名、合計２４名が、

現在、利用いただいているところでござい

ます。 

○村上英明委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５６分 休憩） 

（午後１２時５８分 再開） 

○村上英明委員長 再開します。 

 では、西谷委員。 

○西谷知美委員 ２回目の質問に対する

説明ありがとうございました。 

 母子福祉会については、祝い品を送った

り様々イベントや、研修会をされたりとい

うことで理解いたしました。 

 なかなか行政の窓口に行くことにハー

ドルを感じるご家庭もあるかと思います。

うまくつないでいただける存在として協

働していける関係性を維持していただき

たい。要望とさせていただきます。 

 次に、ひとり親家庭自立支援給付金事業

です。毎年、確実に正社員につながる資格

取得に補助をされているということです。

摂津市も今年の８月から病児保育もスタ

ートしました。特に看護系の学校は、お子

さんの病気とかで急に授業が休みづらく、

資格取得のハードルがあったかと思うん

です。そういったサービスも始まったので、

摂津市内における新しく始まった行政サ

ービスも周知していただいて、なるべく正

社員への道をつないでいただきたい。こち

らも要望としておきます。 

 次に、スクールカウンセラーです。一人

で、時期的に集中する場合は、初期の方に

は回数を詰めて、落ち着いてきた方には間

隔を空けて、工夫されており安心はしたん

です。摂津小学校は週に２回行かれており

ます。今後、千里丘小学校も児童数の増加

が考えられますので、できましたら体制を

増やせる予算組みを考えていただきたい。

こちらも要望としておきます。 

 次に、ひとり親家庭医療費助成です。国

と同じような形で適用できないか、今後計

画を立てるに当たって検討いただけると

いうことです。早期に予算に入れていただ

けることを要望しておきます。 

 次に、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾です。他市の

事例を参考に居場所づくり等も研究され

ています。引き続き研究を続けていただい

て少ない予算の中でも効果的な子供たち

の将来の進学に有効な行政サービスの実

現に向けて尽力いただきたい。こちらも要

望としておきます。 

 次、通いづらいと思われている場所に、

パル以外の居場所をさらに２か所つくっ

ていただき、現状何名か通われているとい

うことです。確実に新しくつくったところ

に通われている方がいると安心しました。

先ほどの摂津ＳＵＮＳＵＮ塾とも相関関

係があると思うんです。今、本当に子供た

ちが置かれている状況は厳しいものがあ

ります。おととい、滋賀県のある市長が無

理やりにでも学校へ行かせたほうがいい

という発言をされたんです。そういった発

言は、現状の子供にとってすごくつらいメ

ッセージになると思います。摂津市はあら
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ゆる子供たちの居場所を確保する方向に

動いていただきたい。 

 以上、質問を終わります。 

○村上英明委員長 ほかございますか。 

 弘委員。 

○弘豊委員 それでは、質問させていただ

きます。 

 去年、おととしと予算、決算で質問させ

てもらってないので、項目が多くなります。

３５問、細かい部分なんかも、拾っていま

すのでお願いします。 

 事務報告書、それから決算概要、それに

摂津市の教育に関する事務の管理及び執

行状況の点検及び評価報告書、この内容に

ついて、それぞれの課ごとに順番に質問さ

せていただきます。 

 最初に、教育政策課です。昨年は小中学

校通学区域等事業で、鳥飼地域の学校の在

り方を随分と議論がされた年だったと思

います。 

 現在進行形で、鳥飼小学校、鳥飼東小学

校の統合の動きもされています。この間、

協議会や本会議でもたくさんの意見が出

ているので、今日は質問を差し控えておき

ます。学校の在り方は、学校教育課、それ

から様々な地域にも及ぶいろんなところ

が協力し合って、検討しなければならない

課題はまだまだたくさんあると思ってい

ます。 

 本委員会の学童関係もそうだし、通学の

問題はもちろんそうだし、今後、子供たち

にとって何が一番よいのかという視点で

しっかりと議論を盛り上げてもらえるよ

うに、最初にお願いしておきます。 

 ２番目、小学校、中学校の施設改修事業

です。 

 先ほど西谷委員の質問の中で、体育館エ

アコン設置の問題は出されています。ＬＥ

Ｄの取り替えも含め、昨年度、今年度、来

年度にかけて順次取り組まれていくと思

うんです。その進捗状況、体育館以外も含

めて一度整理して教えていただきたい。 

 ３番目、施設改修事業です。 

千里丘小学校の建て替えに関わる基本

設計と実施設計が昨年度されています。こ

の間、議会でもプールのことを含めていろ

いろと意見が出されているかと思うんで

す。これらが基本設計の段階で、学校や保

護者、子供たちにもそういう状況になると

伝わっているのか、議論の経過について教

えていただきたい。 

 ４番目、小・中学校給食事業です。 

前回の一般質問でも、給食について質問

させてもらいました。小学校で取り組まれ

ているおいしい給食、子供たちの体や健や

かな心の成長を支えていく、自信を持って

摂津市の学校給食をやってこられたと思

っているわけです。近年の物価高騰の中で、

本当にこれまで集めた食材費では十分な

献立を立てにくい中で、賄材料費の値上げ

がされました。この年は市が１年間は負担

する工夫もされた年だったと思います。 

 献立の中でいろいろと取り組まれてい

る苦労や工夫も直接は聞いてはいるんで

す。改めて状況について、お聞かせいただ

きたい。 

 ５番目、これも学校給食です。 

中学校給食で、令和４年度は吹田市と合

同用地で、できないかという協議でした。

それでは、摂津市の目指す学校給食ではな

いということで決断をした時期だったと

思うんです。改めて摂津市の目指す中学校

給食について、どういう給食を目指してい

るのか、お聞かせいただきたい。 

 ６番目、学校教育課に関わってです。 

学校読書活動推進事業に取り組まれて
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います。西谷委員からも若干質問がありま

した。令和４年度は電子図書館の取組がス

タートした年でもあったと思います。具体

的にどういった連携が取られたのかを教

えていただきたい。 

 ７番目、キャリア教育推進事業です。 

 将来、なりたい自分とか、この職業に就

きたいとかを描いて、それを目標に学習し

ていくのは、目的意識にどんな学校生活に

取り組んでいくかも掲げていると言いま

す。一方、それがしっかりと前向きに捉え

られている部分もあれば、アンケートとか

の指標では、なかなかそうなってない子供

たちもいるのかと思います。どんな取組を

されているのか、改めて聞かせていただき

たい。 

 ８番目、生徒指導体制推進事業です。摂

津市の教育に関する事務の管理及び執行

状況の点検及び評価報告書３８ページに、

この間の状況が詳しく書かれています。 

 暴力行為の発生件数の推移や、いじめ認

知件数の推移は、西谷委員も言われたみた

いに、それをどう捉えるのかをきちっとア

ンテナを張って捉えていかないと、全国や

大阪と差が出てくると思うんです。傾向と

して、全体的には増えてしまっている状況

があると思っています。 

 不登校とかの数も、増えています。ここ

にも書かれていますが、今の状況分析をお

聞かせいただきたい。 

 ９番目、学力向上推進事業です。 

これも評価報告書１４ページで書かれ

ていると思います。学力定着度調査、チャ

レンジテストもあります。すくすくウォッ

チが小学校にも導入された年だったかと

思います。そういったテストで評価する機

会がどんどん増えていると危惧をしてい

る部分もあります。先日、全国学力テスト

の結果公表で説明もありました。確かにテ

ストの点は全国並みに推移をしつつも、例

えば生活面であったり、自己肯定感と言わ

れる項目は、気になる箇所も見受けられま

す。 

 特に自己肯定感は、テストでできる子、

できない子と差がつけられる部分で、全て

の子供たちが、自分が大事にされている、

自分が存在する意味があるんだと思える

ことは、要ると思うんです。その点での工

夫や配慮をお聞かせください。 

 １０番目、小・中学校教育用コンピュー

ター事業です。 

 コロナ禍で家庭に、端末の持ち帰りを、

随分されているのか、いないのか、教えて

もらいたい。オンライン授業も評価報告書

には一部紹介されている部分もあるんで

す。どの程度利用がされているのか、お聞

かせいただきたい。 

 次に、教育支援課に関わってです。 

１１番目、研修事業です。 

事務報告書の項目で、民間企業の方から

の研修で、接遇・応対マナーが、年間に２

度ほど出てきます。学校の先生に必要なの

かと感じたわけです。普通の接客、接遇と

は違った内容なのかとも考えたんですけ

れども、この中身について、教えていただ

きたい。 

 １２番目、特別支援教育推進事業です。 

決算概要の項目、学校行事移動支援補助

金が上がっています。リフト付きバスとか

の借り上げとかかと思うんです。中身を教

えていただきたい。 

 １３番目、支援教育に関わって、就学児

指導事業です。 

私も去年１２月の一般質問で取り上げ

たと思うんです。文部科学省通知の影響や、

国連勧告とかもいろいろある中で、支援教
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育の在り方も去年、広報でのお知らせをし

たり、保護者対応等もご苦労もされたと思

うんです。去年は年度の途中で状況はお聞

かせいただきました。１年振り返って、今

年度、就学指導とかいろいろあったかと思

うんです。中身について教えていただきた

い。 

 生涯学習課、１４番目、成人祭開催事業

です。 

具体的には１月の二十歳のつどいです。

参加させてもらって、コロナ禍だったけれ

ども、二十歳の皆さんが元気にやれてよか

ったと思っております。 

 二十歳のつどいという名称で、社会教育

委員会でもこの名称についてはいろんな

ところで話し合って決めたと思うんです。

いろんな報告書や書類の中では成人祭と

いう言葉がいろいろ残っています。今後も、

二十歳のつどいでいくのか、１８歳成人制

度との絡みで、いろいろ検討されてきて現

時点だと思うんです。教えていただきたい。 

 １５番目、青少年団体育成事業です。 

ボーイスカウトの活動もここに当ては

まるのかと思うんです。今、鶴野第２公園

の用途転用の議論がされている最中で、気

になったのでお聞きします。ボーイスカウ

トが、あそこでキャンプの訓練や、かまど

を使って飯ごう炊さんだったり、いろいろ

されているかと思うんです。どの程度の頻

度でやられているのか、生涯学習課がつか

んでいる範囲で構わないので、聞かせてい

ただきたい。 

 １６番目、こども会育成事業です。 

 こども会の取り組みは、西谷委員から質

疑がありました。私が子供の頃と比べると、

大分、様変わりしていると思います。事務

報告書ではソフトボールとキックベース

ボール、こども会親善スポーツ大会をやら

れています。それぞれソフトボールが６チ

ーム、キックベースボールが３チームで、

だいぶ数が減ってることが見受けられま

す。 

 私が子供のときのこども会だけではチ

ームがつくれなくて、合同で全部のこども

会と一緒にチームをつくって、ソフトボー

ルをやった記憶があるんです。今はなかな

か、そうやってチームがつくれるこども会

も、難しいところもあると思うんです。 

 次に、ＰＴＡ協議会育成事業です。親善

スポーツ大会で卓球をされています。２４

チームほどつくられていて、２００名ほど

が参加されている。こども会よりも随分と

たくさんの人数が集まってやっているこ

とを思えば、こども会でもチームスポーツ

で、取組をしていくことがあるんじゃない

のかと。 

 また、それぞれのこども会がソフトボー

ルやキックベースボールをやるためにこ

ども会をつくっているわけじゃないと思

うんです。ふだんの地域活動でやっている

と思うんです。地域活動と、市のスポーツ

大会との兼ね合いで、何かいい知恵がない

のか、一度お聞かせいただきたい。 

 １７番目、文化財保存保護事業です。埋

蔵文化財の調査、事務報告書では３３４ペ

ージです。千里丘西地区の試掘も、この間、

何か所かやられているとのことです。それ

以外にも東正雀、千里丘東地区でもやられ

ていると思うんです。とりわけ千里丘西地

区の試掘結果が分かれば教えていただき

たい。明和池でもいろいろ出ましたし、高

槻市の安満遺跡でも、結構いろいろ出てい

ることを思えば、ＪＲ沿線でなかなか掘り

返すことが少ない場所と感じたりするん

です。調査結果と、今後何か出てきたとき

にはどう対応していくのかと予定を教え
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ていただきたい。 

 １８番目、図書館運営事業です。 

 子ども読書活動推進事業で、評価報告書

でも、子ども（０歳～１８ 歳）の図書館

利用者登録率２２.９％、低いかと感じて

います。図書館が近くにあるなしで、遠け

れば図書館に足が遠のくことはあると思

うんです。ただ公民館でも借りられたり、

あと学校でも一部、試験的に借りる取組を

されたところもあると聞いています。そう

いう方は登録されてないのか、いろいろ疑

問が湧いてきて、この際お聞きします。こ

の図書館の利用者登録の状況について、お

教えください。 

 次に、次世代育成部です。 

 １９番目、子育て支援課、子ども医療費

助成事業です。 

入院医療費助成はそこそこ数が上がっ

ているんですけれども、食事療養費で対象

になっている方がいないのが、事務報告書

を見て思いました。この制度、以前は、入

院のときは食事療養を受けられました。５

年、６年、もうちょっと前、対象を絞ると

いうようなことで、非課税世帯のみとなっ

たと思うんです。 

 非課税世帯の子供は、それなりにいると

思えば、何で食事療養費助成が上がってな

いのか、分析とかあればお聞かせいただき

たい。 

 ２０番目、就学援助制度に関わってです。 

認定率について、年々、支援を受ける方の

数は減っているのかと見受けられるんで

す。また、事務報告書に載っている数字を

見ますと、小学校で１７.７７％、中学校

では２１.２２％、中学校と小学校でどう

してこんなに差があるのかとも疑問に感

じます。その点についてお教えいただきた

い。 

 ２１番目、学童保育事業に関わってです。 

学童保育も先月の第３回定例会でいろい

ろ議論させてもらいました。それぞれの教

室で差があると思うんです。１クラスの児

童数は、マックス何人で構成しているのか、

また指導員の数も、最低これだけいるとい

う数、それ以外に加配でどれだけつけてい

るのかを教えていただきたい。 

 ２２番目、子育て世帯生活支援特別給付

金です。 

ひとり親世帯やその他世帯に、年末、年

度内ぐらいの時期で取り組まれたんだと

思うんです。決算概要で、執行率９０％と

出ているかと思うんです。執行率９０％と

いう数が、必要な方に行き届いているのか、

引っかかったので教えていただきたい。 

 子育て世帯臨時特別給付金も決算概要

の同じページに載っています。前年度の残

りだったのか、併せて教えていただきたい。 

 ２３番目、私立高等学校等学習支援金支

給事業です。２３２万７，５００円で、決

算概要に上がっています。西谷委員も私立

学校の問題に触れていました。ちまたで言

われているのと、実際通われている人との

実感が、大分違うと聞いています。 

 今回、私立高等学校等学習支援金で、使

われている方がどれぐらいで、どういう方

が対象、どういう手続で支給されるのかを

教えていただきたい。 

 次に、家庭児童相談課です。 

 ２４番目、家庭児童相談事業です。おと

としの事件を受けて、令和４年はいろいろ

と事業展開した年だったと思うわけです。

市として取り組んだいろんな改善点があ

ったと思うんです。要保護児童数や、台帳

掲載に変化があったのか、また取り組む中

で見えてきた状況があれば、教えていただ

きたい。 
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 ２５番目、子育て支援短期利用事業です。 

事務報告書にショートステイの利用者

数２２人と載っていたかと思うんです。ど

ういうケースで利用されているのか、答え

られる範囲でお願いします。 

 ２６番目、養育支援訪問事業です。 

 事務報告書では利用者数３人で１３日

間。契約事業所が二つあって、アドバイザ

ー登録で２０人いらっしゃると書かれて

いるんです。ここだけでは、つかみにくい

部分があるので、内容や実態についてお答

えできる範囲で教えてください。 

 ２７番目、児童虐待防止キャンペーン事

業です。 

１１月のキャンペーンに取り組まれた

かと思います。例年の取組と比べて、昨年

の中身について教えてください。 

 次、２８番目、こども教育課、民間保育

所等入所承諾事業です。 

事務報告書では、各園がどれだけのお子

さんを受け入れているかが一覧で載って

いるんです。定員に対して弾力運用で定員

を超えて受けている園もあれば、保育士が

確保できず、なかなか定員に満たない数し

か受け入れられない園もございます。 

 地理的な問題で、空きがある園もあり、

この差です。保育士確保がしんどいと言わ

れ続けています。一方、定員を超えて弾力

運用で子供を受け入れられる園もある違

いが何なのか、教えていただきたい。 

 ２９番目、認定こども園管理運営事業で

す。 

令和３年度から摂津市の公立園は全て

幼稚園と保育所とが認定こども園となっ

ております。従来の幼稚園枠と言われる１

号認定の子供、従来の保育所枠と言われる

２号、３号の子供の数が、べふこども園で

は、幼稚園枠、１号認定７０人の定員枠に、

実際通われているのは２０人程度です。子

育て総合支援センターは、１号認定の枠２

０人あるけれども、ゼロとなっています。

年度末の時点で、とりかいこども園は、２

０人の枠に８人となっています。認定こど

も園で定員枠を設けています。この人数が

妥当なのかどうか、併せて２号、３号の定

員がべふこども園だと６０人、とりかいこ

ども園が９０人、子育て総合支援センター

は１３０人とあるけれども、定員を満たし

ているところはべふこども園だけです。と

りかいこども園も子育て総合支援センタ

ーも定員に満たない人数しか受入れがで

きてない。これではいかんと思うんです。

状況の認識を教えていただきたい。 

 ３０番目、私立幼稚園の状況についても、

事務報告書に記載されています。６００人

ほどが私立幼稚園施設等利用給付事業を

受けられています。 

 私立幼稚園には６００人も子供がいて、

公立幼稚園枠は１１０人の状況です。幼稚

園の在り方についてどうお考えか、聞いて

おきます。 

 ３１番目、民間保育所等施設整備補助事

業です。今年の８月に、せっつあそびまち

遊育園が、医療福祉連携施設として公私連

携幼保連携型認定こども園をオープンし

ました。 

 内覧会がありましたが、私は別の用事で

行けなかったので、中は見れていないです。

外から見ると、大分駐車スペースを広く取

って、園庭はどうなったのかと思ったりし

ています。 

 病児保育の利用方法もいつになったら

分かるのか、気になっている部分があり、

お聞きしておきます。以前はＫＥＮＴＯひ

まわり園、正雀ひかり園、みなみせんりお

か遊育園が、できたときに委員会で、見学
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したかと思います。今回、お医者さんもい

るから、あまり気軽に見に行くのは難しい

かもしれません。もし可能だったら機会を

設けてもらえたらとお願いしておきます。 

 次に、３２番目、出産育児課、地域子育

て支援拠点事業です。 

親子ひろばや親子教室をやられており、

だんだんと広場事業が、広がってきている

と思うんです。事務報告書を見ると、親子

ひろばは、千里丘地域、別府地域、鳥飼地

域のそれぞれの園でやられているんです。

親子教室、子育て相談は千里丘地域と別府

地域ではやられています。鳥飼地域では、

現状ないと思います。鳥飼地域の中で孤立

してしまっていたり、いろいろ課題があっ

ても相談する機会に恵まれてない方とか、

いらっしゃらないのか、きちっと拾えてい

るのかと気になりました。 

住んでいるのは鳥飼でも千里丘や別府

で利用できているんだったらいいんです。

ほかに場所があるんだったらいいんです

けれども、この点を聞かせていただきたい。 

 ３３番目、子育て世代包括支援事業です。

出産育児課ができ、子育て世代包括支援事

業も始まって３年目です。この間、試行錯

誤しながら、いろんな事業を充実させてる

部分があるとは思っているんです。この年

度、特徴的なことがあれば教えていただき

たい。 

 ３４番目、出産・子育て応援給付金事業

です。 

昨年度、補正予算を組まれています。全

ての子供に漏れがないよう、全数把握がき

っちりとできるよう、制度がつくられてき

たと認識しています。 

昨年度、出産が施設でなくて自宅だった

り、落下分娩というケースがあったと聞い

たときはショックでした。そういうケース

が、その後あったのか。 

 また、前回報告されたようなケースは、

その後フォローとかケアとか、家庭児童相

談課にもつながって支援が行き届いてい

るのかを教えていただきたい。 

 最後、３５番目、助産施設入所承諾事業

です。 

決算概要では８３万４，３４０円、恐ら

く２件ほどあったかと思います。毎年度、

この予算の中で、数は少ないですけども、

数人ほど出産する際に経済的な事情で入

院費が払えないケースがあり、市に相談が

あってこの事業に取り組まれていると思

うんです。以前と比べて、ここ数年の状況

が分かれば教えていただきたい。 

 以上、１回目の質問です。 

○村上英明委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 教育政策課に係り

ますご質問に答弁申し上げます。 

 １番目の摂津市立小中学校通学区域等

審議会に係る学校の統合へのご要望につ

いて、子供たちにとって何が一番いいかの

視点で、しっかりとやっていこうと思って

います。ありがとうございます。 

 ２番目のエアコン以外に学校で取り組

んでいる改修事業についてでございます。

ＬＥＤ化を令和３年度に味生小学校、第二

中学校、第三中学校で更新をいたしまして、

令和４年度実績といたしましては、鳥飼小

学校、鳥飼西小学校、鳥飼北小学校、鳥飼

東小学校、第五中学校の５校の更新を実施

いたしました。 

 令和４年度につきましては、令和３年度

の工事方式に代わりリース方式での実施

となってございます。 

 残る味舌小学校、摂津小学校、三宅柳田
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小学校、別府小学校、第一中学校、第四中

学校につきましては、本年度中に更新に取

り組み、千里丘小学校を除く１４校全ての

ＬＥＤ化を完了する予定でございます。 

 ３番目の千里丘小学校の設計や、プール

のこと等を保護者に説明をしているのか

というお問いでございます。 

 昨年度に基本設計が終わりました時点

で、保護者の皆様には保護者説明会を実施

させていただいております。１月２７日で

あったと思います。 

 保護者の皆様には、今後どのような経過

で工事をしていくのかというスケジュー

ルをお示しさせていただきまして、プール

が２年間使えなくなることについても説

明をさせていただいております。 

 その折に、１年生から６年生の親御さん

が出席されているのですが、自分たちだけ

ではなく、新入生等にもこのことは伝えて

ほしいというご要望をいただきました。今

年度に入りまして、通信ではないんですが、

新入生をはじめ保護者の皆様に、写真等も

載せた工事内容の分かるものを作成し、配

布しております。 

 またプールの解体工事につきましても、

保護者の皆様にお知らせ文書を出させて

いただいております。 

 今後につきましても、かなり大きな工事

になってまいりますので、その都度、まず

は保護者の皆様と地域の皆様に対して内

容の周知に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 ４番目の小学校給食についてでござい

ます。 

 本年度は、給食費を月額２５０円上げ、

市費で補助させていただいていますが、昨

年度よりもさらに食品関係の物価高騰は

続いております。次年度の予算要求に向け

て、予想を立てることは難しいのですが、

何ができるのかを栄養士等と検討してい

る状況でございます。 

 例えば本年度もパンの回数を減らした

り等の工夫はしてございますが、同じ栄養

価で代替できるものは代替えするなど考

えていきたいと思っております。 

 ５番目の中学校給食について、どのよう

な給食を目指すかというお問いでござい

ます。 

 給食センターを営んでおられる他市の

中には、小学校と分けて全く別のものと考

えて運営をされている自治体も多々ござ

います。 

 私どもでは、先ほども申しましたが、栄

養教諭や栄養士を中心にワーキンググル

ープを研究会として立ち上げる中で、これ

まで小学校で積んできた出汁の研究等

様々なことを生かして、おいしい給食を目

指したいという方向で考えているところ

でございます。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 学校教育課に係

るご質問にお答えいたします。 

 まずは、学校図書館と市民図書館の連携、

とりわけその中でも電子図書に係る連携

についてのお問いにお答えいたします。 

 令和４年度におきまして、まず複数回、

学校図書館のサポーター及び司書教諭と

市民図書館のスタッフの方との担当者会

議を行っております。 

 その中で、３学期に行った担当者会議の

中で、電子図書館についてＩＤを付与する

方法であるとか、電子図書館を児童・生徒

が活用する際のメリット等についての議

論がなされておりました。 

 今年度７月に同様の会議を持ちまして、

電子図書の利用について、児童・生徒の利
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用がなかなかなされていないという課題

意識の議論がある中で、一人１台のｉＰａ

ｄ、タブレットを活用しての利用ができな

いかを検討していきたいという議論がな

されております。この流れを引き続き注視

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、キャリア教育に関するご質

問です。 

 キャリア教育で様々な指標がある中で、

点検評価報告書にも記載のあります将来

の夢や目標を持っていますかという質問

に対し、なかなか前向きに捉えられていな

い、否定的な回答をしている生徒等にどん

な工夫をしているのかというご質問にお

答えいたします。 

 キャリア教育の中で、特段目立つ活動と

いたしましては、職種体験といって生徒が

直接企業の持つ課題に対して、一緒に解決

策を考える取組をこれまでも行ってきた

ところです。それに加えて、各学校の学年

を小グループに分けて、学校に様々な仕事

をされている方に訪問いただいて、なぜそ

の職業を選んだのか、動機を語っていただ

いたり、またはその仕事をされる中でどん

な喜びや苦労があったかを語っていただ

きます。我々は社会人トークと名づけて、

実際に社会で活躍されておられる方の話

を聞く機会を設けまして、子供たちの将来

への、自分自身の展望を持つ機会を設ける

工夫をしているところでございます。 

 次に、点検評価報告書３８ページに記載

のある生徒指導の現状分析をどうしてい

るかです。 

 まず、いじめのことに関してお答えいた

します。 

 本市の小・中学校におけるいじめ認知件

数は増加傾向にあり、令和４年度の認知件

数は令和３年度と比べましてもやはり増

加している現状でございます。 

 要因といたしまして、いじめの定義が、

行為の対象となった児童等が心身の苦痛

を感じているものをいうとされたことが

教職員に周知され、それに基づいて、教職

員が積極的に認知できるようになったこ

とが考えられます。 

 また、約３年間続いたコロナ禍でマスク

を着用したり、子供同士が一定の距離を取

るような指導の中での集団づくり等の取

組に制限が加えられ、子供たちのコミュニ

ケーション・スキルが十分に育てられなか

ったことも影響していると考えています。 

 また、暴力行為につきましても、今申し

上げたことと同様の要因がございます。言

語によるコミュニケーションをもっとで

きるように身につけさせる必要性を感じ

ているところでございます。 

 不登校につきましても増加傾向にござ

います。各学校からの報告内容を見てまい

りますと、要因としては、無気力、不安で

すとか、学業不振が多く見られる現状でご

ざいます。 

 しかしながら、無気力、不安も、もっと

精緻に分析していく必要性は感じている

ところでございます。コロナ禍で、生活リ

ズムの乱れとかも聞かれますので、本当に

家庭との連携をしっかり強めていく必要

性を感じているところでございます。 

 次に、点検評価報告書１４ページ、学力

向上です。テスト等が増加しているが、子

供たち自身が大切にされる経験等が必要

ではないのかというお問いに対しての回

答をいたします。 

 学校におきまして、どのような工夫をし

ているか現状報告を受けたり、直接学校訪

問してますと、子供たちが書いた文章です

とか、作った作品等に、担任が中心となっ
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てコメントをつけて、できているポイント

等を評価し、またはふだんの当たり前の行

動等を写真に撮って、価値づけるコメント

をつけて掲示して、自分たちがやってるこ

とはいいんだと、感じられるような取組を

して、自己肯定感の向上に努めております。 

 最後に、小・中学校教育用コンピュータ

事業に関わって、一人１台、ｉＰａｄの持

ち帰りがされているかいないかというこ

とでございます。今年６月末の実態で申し

上げますと、通常の学校営業期間中、小学

校は６校が積極的に持ち帰りを実施して

おり、中学校は４校、日常的に持って帰っ

ているという報告を受けております。 

 長期休業期間中は、１５校が全て持ち帰

りをしていると報告を受けております。 

 また、オンラインの状況についてです。

こちらはコロナやインフルエンザ等の流

行に応じて、罹患して熱が下がって、保護

者等からも要望があった際には実施して

いる現状です。 

 不登校の児童・生徒についても、要望や

子供の様子に合わせて、対応している状況

でございます。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 教育支援課への３

点のご質問にお答えいたします。 

 １１番目、令和４年度に実施した接遇研

修２回の内容でございます。教師の中には

大学を卒業してそのまま学校で勤めてい

る方がたくさんおられます。学校のことし

か知らないという状況でございます。 

 教壇に立ったときに、お子様との関わり

はもちろん、保護者の方や地域の方、ある

いは業者の方と対応するときに、社会人と

しての必要な接遇のマナーを学んでいた

だきたいという思いでこの研修を実施し

ております。 

 これまでは２年目の研修、初任から２年

目を迎える教職員に接遇の研修を実施し

ていたんですけれども、教壇に立つ前に実

施したほうがいいと考え、昨年度から教壇

に立つ前にこの研修を実施してます。昨年

度は令和４年に２年目を迎えた教職員と、

今年度採用予定者に、採用前の２月にオリ

エンテーションがございますので、研修を

実施させていただきました。 

 １２番目、学校行事移動支援補助金です。

こちらは遠足や修学旅行等でバスなどに

乗る際に、車椅子等に対応するバスを使用

する際の補助金でございます。昨年度は、

修学旅行で１校利用がございました。 

 １３番目、支援教育について、昨年の文

部科学省通知を受けて今年度の取組等を

含めた話です。昨年の通知を受けて、本市

としましては、一人一人の子供の障害の状

況に応じた支援をきっちりとやっていく

ことを第一に考え、取組を進めてまいりま

した。今年度は、具体的に子供の状況を見

立てるところが一番大事と考えました。お

子様がどんなことに困っていて、どんな支

援が必要なのかをきっちり見立てること

でしっかりとした指導計画がつくれると

考えておるからです。 

 そのために専門家を学校に派遣して、実

際に子供の様子を見て、必要なアドバイス

を行ったり、教職員、特に支援教育の中心

となる中堅層の教職員に対してしっかり

と子供のアセスメントができるような研

修を本年度は実施しております。 

 あわせまして、保護者の理解に対しても

支援していきたいと思っています。なかな

か自分のお子様の障害を受容できない保

護者がおられたり、逆にすごく不安で特に

障害はないけれども、ちゃんと小学校でや

っていけるのかとすごく不安がられてい
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る保護者と両方の保護者がおられます。こ

れまでは指導主事が対応していたんです

けれども、今年度から、作業療法専門医を

新たに任用いたしまして、２名体制で専門

的な支援、視点も加えながら保護者の不安

等に寄り添った就学相談等に取り組んで

いるところでございます。 

○村上英明委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に関わります五つのご質問にお答えし

ます。 

 まず、１４番目、成人祭の名称について

です。 

 成人祭開催事業は、二十歳のつどいとし

て開催しております。理由としましては、

令和４年４月１日から成年年齢が二十歳

から１８歳に引き下げられたこと、成人祭

に関する１８歳、１９歳の方の対応につき

ましては、近隣市の動向ですとか、内閣府

実施の世論調査の結果、関係府省庁連絡会

議で取りまとめられた成人式の時期や在

り方等に関する報告書を参考に検討を重

ね、対象者を１８歳に引き下げた場合、受

験や就職活動で本人や家族の負担が大き

くなること、また、年齢引き下げ初年度に

３年度分の成人祭を行うため、会場や日程

の確保が困難であるという課題がござい

ました。 

 また、飲酒、喫煙など全ての権利が認め

られる二十歳はこれからも一つの節目で

あり、対象年齢を二十歳とすることで大学

生、社会人としての経験を通じ、社会への

帰属意識や批判への理解を深めた状態で

成人式を迎えることができ、式典がより意

義深いものとなりますことから、二十歳の

つどいという名称で開催させていただい

ております。 

 １５番目、青少年団体育成事業です。 

 ボーイスカウトについて、鶴野第２キャ

ンプ場で多く活動されてるということな

んですけども、年間でどの程度キャンプ場

を使用されてるか分かる範囲でお答えし

ます。 

 生涯学習課で把握しているものになり

ます。ボーイスカウトの鶴野第２キャンプ

場の使用状況ですけども、令和４年度は、

５月と９月を中心に年間２５回の利用実

績があり、内容につきましてはキャンプや

地域清掃、体験会等の活動を行っておりま

す。 

 １６番目、こども会育成事業です。 

 委員のご指摘のとおり、年々、こども会

の会員が減少しております。例年実施して

おりますスポーツ大会も、校区を越えてチ

ームを組織し参加している状況もござい

ますことから、参加団体自体も減少してい

る状況でございます。 

 こども会の会員数が年々減少する状況

を鑑み、摂津市内の単位こども会で組織さ

れた摂津市こども会育成連絡協議会では、

役員選出や会議参加に関する負担軽減策

を検討していると伺っております。 

 また、こども会の会員にこだわらず、こ

ども会に所属していない子供たちを対象

とした行事を企画し、まずはこども会のこ

とを知ってもらう機会をつくることが必

要ではないかという議論もされています。 

 今後も、摂津市こども会育成連絡協議会

と連携しながら、地域のこども会の支援に

努めてまいります。 

 １７番目、文化財保護事業です。 

 千里丘駅西地区の再開発用地には、埋蔵

文化財包蔵地として千里丘遺跡が含まれ

ており、遺跡の範囲を確認するため、令和

５年３月に試掘調査を実施いたしました。 

 調査では明確な遺構や遺物が確認でき
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なかったため、千里丘遺跡の既存の遺跡範

囲に変更はない結果となっております。 

 また発掘調査時に発見があった場合に

は現地見学会等を開催し、市民の皆様にお

伝えさせていただく機会を設ける等、啓発

に努めます。 

 １８番目、点検評価報告書におきます子

ども読書活動推進事業のうち、指標となる

ゼロ歳から１８歳の子供の図書館利用者

登録率が２２.９％につきましては、令和

４年度取組実績としまして、電子図書館開

設に合わせまして、市内小・中学校の全児

童・生徒に図書館貸出券登録申請書を配布

し、登録をしていただくように啓発をいた

しました。市立図書館新着資料案内を毎月

全校図書室に配布したり、逆に、学校図書

館だよりを図書館内に掲示するなど、市立

図書館と小学校が連携し、児童・生徒の読

書活動を推進いたしました。 

 また、先ほどおっしゃっていただいた公

民館の中の貸出しは、安威川公民館以外の

４館にブックステーションがあります。公

民館に来られた方に、図書館に行かなくて

も本を手に取っていただけるように開設

しており、貸出しは毎年、１万冊を超える

程度の利用があります。 

○村上英明委員長 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 子育て支援課に

関わります５点の質問にお答えいたしま

す。 

 １９番目、子ども医療費でございます。 

委員がご指摘のとおり、昨年度、入院時食

事療養費の申請、支出はございませんでし

た。 

 令和２年度以降、非課税世帯に限った制

度になっておりますけれども、その後、１

件、４件、令和４年度はゼロ件で非常に少

ない執行になっておる現状でございます。 

 支払いに関しまして、償還払いで申請が

必要な形になっております。申請漏れが発

生しないように、今後も制度周知に努めて

まいります。 

 ２０番目、就学援助でございます。 

 就学援助の認定率ですが、令和４年度が、

小学校が１７.７７％、中学校が２１.２

２％で、いずれも令和３年度と比較しまし

て１.２から１.３％ずつ下がっている状

況でございます。 

 就学援助の認定率につきましては、平成

２２年、平成２３年といったあたりをピー

クに、年々下降しておるところでございま

す。こちらの制度周知につきましては、学

校を通じて全児童・生徒に案内を配布して

いただいておりますほか、新１年生に対し

ましては就学前健診のときに案内を配布

するなど、全ての児童に案内が行き渡るよ

うに対応しておりますので、今後も継続し

てまいりたいと考えております。 

 ２１番目、学童保育事業でございます。 

 まず、１クラス当たりの児童の数です。

令和４年度で一番多いクラスは４５人、一

番少ないクラスは２８人のクラスがござ

いました。基本的には１クラス４０人を基

準としておりますけれども、面積基準一人

当たり１.６５平方メートルというところ

もあり、弾力的な運用をさせていただいて

おります。 

 指導員の数でございます。令和４年度は

正指導員が２６人、担任補助の指導員が１

８人、それから支援児の加配といたしまし

て、週５日、毎日勤務いただく指導員が１

２人、学校を固定して週５日未満で勤務し

ていただいてる加配の指導員が１６人、そ

れから学校や時間を限らず、フリーで勤務

していただいている指導員が２７人にな

っております。まだまだ充足できてない状
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況であり、シフト編成には苦労をしており

ます。 

 ２２番目、子育て世帯に対する給付金で

ございます。 

 まず、低所得の子育て世帯に対する子育

て世帯生活支援特別給付金は、ひとり親世

帯、それからひとり親以外のその他世帯に

分けて支給させていただいております。ま

ず、ひとり親世帯分につきましては、令和

４年６月２９日に第１回目を支払い、その

後は申請が必要な方について随時支払い

をさせていただいたところでございます。 

人数としては、児童１，１８１人に支払い

しております。 

ひとり親以外のその他世帯につきまし

ては、第１回目が７月１９日に支払いし、

その後、申請が必要な方には毎月支払いし、

合計で１，０４５人の児童に支払いしてお

ります。 

 それと、子育て世帯臨時特別給付金は、

令和３年度からの繰越し事業となります

けれども、１０５人分支払いをさせていた

だいておるところでございます。 

 執行率について、行き渡ってるかでござ

いますけれども、当初の見込みとしまして、

当然児童手当の受給世帯等はつかめてお

るんです。それ以外に家計急変という形で

所得が下がった方等につきましては、なる

べく多く見込み、支給に支障がないように

予算組みをしております関係から、今回の

執行率となっております。 

 最後、２３番目、私立高等学校等学習支

援金でございます。こちらは、向上心に富

みながら経済的な理由により、私立の高等

学校に就学が困難な方に対して、年額で４

万２，０００円支払いさせていただいてお

る制度でございます。令和４年度は５８人

に支給をさせていただいております。 

 手続につきましては、中学校長の推薦が

必要になりますので、学校を通じて校長先

生の推薦をいただいた後に申請いただく

ことになっております。 

 高等学校の無償化の流れもありますの

で、こちらの制度につきましては、今後、

検討が必要かと考えております。 

○村上英明委員長 古賀課長。 

○古賀家庭児童相談課長 家庭児童相談

課に関わります質問にお答えいたします。 

 ２４番目、要保護児童数や取組で見えて

きたことでございます。委員がご指摘のと

おり、児童虐待死亡事案発生以降、関係機

関や市民の虐待意識の高まりに加えて、幼

保ソーシャルワーカーですとか、体制強化

により、情報収集などに力を入れている関

係もありまして、通告件数が大幅に増加し

ております。 

 令和３年度の通告件数が５９５件、令和

４年度が８９７件で、前年度比較で約１.

５倍に増加しております。 

 要保護児童数につきましても、令和３年

度が５５８名、令和４年度は６７４人と、

１.２倍に増加しております。 

 取組の中で見えてきたことは、関係機関

の意識の高まりもございまして、かなり軽

微なけが、気になる心配情報も、通告とし

て受けております。そういったことを受け

て通告が増えておりますけれども、一方で、

虐待が繰り返されているケースも多くご

ざいます。今後、我々といたしましても再

通告を少しでも減らす、またなくしていく

ことが重要であると見ております。 

 ２５番目、子育て支援短期利用事業の内

容でございます。病気ですとか、育児疲れ、

レスパイト、出産などで一時的にお子様の

養育ができない場合に児童養護施設など

で最大１週間を基本にお預かりして、養育
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を支援するサービスを行う事業でありま

す。 

 令和４年度は、親族などに支援を受ける

のは困難で、保護者自身も精神的に不安定

であったり、育児疲れによって少しお子さ

んと離れて、時間をつくることでお子さん

と良好な親子関係を築いていけるという

ことで、ただ放っておくと子供の養育が不

十分になってネグレクトに至るような、虐

待に至るリスクが高い方の利用も多くご

ざいました。 

 ２６番目、養育支援訪問事業でございま

す。積極的に保護者自身が支援を求めるこ

とが困難で、行政の援助がなければネグレ

クトなど不適切な養育に発展してしまう

可能性の高い家庭を対象といたしまして、

市で実施する研修を履修された有償ボラ

ンティアの派遣ですとか、また専門的なノ

ウハウを有するヘルパー事業所などと契

約を行いまして、訪問支援を行っておる事

業でございます。 

 令和４年度は、保護者が育児をしている

間に子供の見守りですとか、また保護者の

外出時に同行して少しでも育児負担の軽

減につながるような訪問支援を行いまし

た。 

 ２７番目、の児童虐待防止関連の取組で

す。例年のパネル展示ですとか、千里丘駅

周辺での啓発のほか、パープル＆オレンジ

リボンキャンペーンの取組として講演会

などを実施しています。昨年度はそれに加

え大阪府三島地域の子育て支援団体で構

成されています、みしま子育てネットが主

催の児童虐待防止イベントでありますオ

レンジリボンフェスタを、コミュニティプ

ラザで開催されるということで、本市も取

組の趣旨に賛同し、共催したところでござ

います。 

○村上英明委員長 湯原課長。 

○湯原こども教育課長 ２８番目、民間保

育施設に関わります保育士確保の違いと

いうことでございます。令和４年４月１日

時点の定員充足率を見たところ、最も高い

施設では１１９％、最も低い施設では７

３％となっております。 

 要因の一つとして、委員がご指摘のとお

り、保育士が十分確保できずに児童を受入

れできないということも考えられます。 

 これはあくまでも一例になるんですけ

ども、令和４年度、就職支援補助金を補助

させていただき、市内６法人、１６施設、

４３人の新規採用の方に利用いただいて

おります。この内訳について、１法人が２

４人の採用に活用されておりまして、約５

５.８％という状況から、民間の各法人に

よる採用活動の差も考えられるのではな

いかと考えております。 

 ２９番目、公立認定こども園の定員に関

してでございます。 

 まず、１号定員は、令和元年７月に、公

立就学前施設の在り方についてという方

針を定めまして、令和３年度から公立幼稚

園及び保育所を認定こども園化して、その

際に１号、教育枠の定員を設定しておりま

す。 

 令和４年５月の１号枠の定員の充足率

を見てみますと、べふこども園では２８.

６％、とりかいこども園では４０％、子育

て総合支援センターではゼロ％という状

況になっております。 

 １号枠につきましては、今後の入園状況

の推移を見ながら適正な定員設定につい

て議論が必要と考えております。 

 あと、公立認定こども園の２号、３号枠

でございます。定員を満たしていない子育

て総合支援センター及びとりかいこども
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園は、ゼロ歳児、１歳児では、希望してい

るけども、入所できない方が発生していま

す。３歳児以上は、申込みがない状況でご

ざいます。ゼロ歳児、１歳児の定員に対し

ては、全て入所していただいていますので、

２号、３号の定員につきましては、一定適

正と考えております。 

 ３０番目、私立幼稚園に入園されている

方の施設等利用給付費負担金です。 

 約６００人の方に対して給付を行って

います。主に市内三つの私立幼稚園の方に

加えまして、市外の幼稚園に通われてる方、

大体１５０人ぐらいに対して給付を行っ

ているものでございます。 

 公私立の１号枠も一定受皿を確保して

いく必要があると思います。保護者の方は

いろんな選択肢があるかと思いますので、

幼児教育・保育の無償化のためのこの給付

は引き続き行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 ３１番目、民間保育施設に対する整備で

ございます。 

 病児保育事業は、令和４年度と今年度に

補助を行っております。病児保育事業はせ

っつあそびまち遊育園に併設し、遊育園こ

どもクリニック病児保育室を設置されて

おり、令和５年８月１７日から事業を開始

されております。 

 利用定員は、１日当たり３人でございま

す。看護師、保育士、公認心理士の資格を

有している方を配置していただいて運営

を行っていただいているところでござい

ます。 

○村上英明委員長 坂本課長 

○坂本出産育児課長 出産育児課にかか

ります４点のご質問にお答えいたします。 

 １点目、３２番目、鳥飼親子ひろばで、

親子教室等を実施していないのではない

かという件でございます。鳥飼親子ひろば

は、開設日が毎週水曜日と金曜日の午前１

０時から午前１１時半となっておりまし

て、これは従前は鳥飼地域につどいの広場

がなかったことから、千里丘にありますエ

ンゼルひろばが出張する形を取ったもの

でございます。 

 現在は、鳥飼地域やその周りにも隣接の

つどいの広場ができまして、各広場におい

て親子ひろばやイベントなどを実施して

いただいておるところでございます。 

 ３３番目、子育て世代包括支援事業の令

和４年度の特徴、総括でございます。令和

２年度に出産育児課が誕生してから令和

５年度で４年目となりまして、様々な事業

を実施しているところでございます。令和

４年度にも、産後ケア及び産前産後ヘルパ

ー制度を拡充するなど、近隣他市と比較い

たしまして、母子保健制度の充実を図るこ

とができたと捉えております。 

 また、来庁時であったり、訪問時に妊産

婦の方から保健師や助産師といった専門

職が対象者の生の声を聴き、決して自己満

足に終わらない、求められている制度の提

供ができたのではないかと捉えておると

ころでございます。 

 ３４番目、墜落分娩に関するお問いです。

いわゆる飛び込み出産と言い換えること

もでき、妊婦健診を一度も受けずに出産に

至ったということになります。件数は、令

和元年度が１件、令和２年度、令和３年度

がゼロ件、令和４年度が２件となっており

ます。 

 令和４年度のうち、１件が病院やクリニ

ック以外での出産で、いわゆる墜落分娩と

なっております。この方に対しましては、

家庭児童相談課や関係機関とともに要保

護児童対策地域協議会として、しっかりと
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支援を行っているところでございます。 

 最後、３５番目、助産のここ数年の推移

です。ここ５年の数字を申し上げますと、

平成３０年度が３件、令和元年度が８件、

令和２年度が８件、令和３年度が３件、令

和４年度が２件となっております。 

○村上英明委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。 

 ２回目の質問です。 

 最初に、教育政策課、小・中学校の施設

改修事業です。ＬＥＤは、リース方式に変

えて、今年度にはめどがついていくという

ことです。 

 以前から気になっていたトイレ改修の

件です。確か７か年計画を立てていたのが、

体育館のエアコン設置を優先することで、

途中で途切れている分があったと思うん

です。令和６年度辺りで体育館のめどがつ

いてくると、トイレ改修も始動していかな

いといけないかと思います。 

 その際、先日も言われていた、和式トイ

レを経験したことがない子どもが増えて

いるので、トイレの洋式化を、ぜひやって

いっていただきたいと要望しておきます。 

 トイレに関わって、これは施設管理にな

ると思うんです。業者のトイレ清掃がコロ

ナ禍の３年ほどやられていると思うんで

す。点検評価報告書には、今年度で終了の

ように記載がありました。来年度以降、学

校としてやっていくという書き方がされ

ていたかと思うんです。子供の清掃ではな

かなか行き届きにくい部分もあり、またコ

ロナも一旦、５月以降、５類ではあるもの

の、増えている状況も見受けられる中、今

後、どんな感じで検討されるのかが気にな

っています。お聞かせいただきたい。 

 千里丘小学校の関係です。 

 令和４年度で基本設計、実施設計もされ

て、年度末には学校関係者、保護者の皆さ

んにもきちっとお伝えしていますという

ことでした。 

 また、これから入ってくる方にも丁寧に

話していくということでありました。グラ

ウンドやプールが制限されて使えない部

分や工事が始まって、歩道橋の辺りがだい

ぶ狭いと気にされている方もいました。安

全対策も含め、しっかりと取り組んでいた

だきたい。 

 また、本会議でも言われたみたいに、何

年も水泳の経験がないことがないよう、で

きる範囲は限られますが、経験を積んでい

く場面を、計画的につくっていただくこと

をお願いしておきます。要望にしておきま

す。 

 給食に関わってです。 

 賄材料費が物価高騰の中で厳しい状況

にあることや今年度も値上げをした部分

は市費でやっているかと思うんです。来年

度以降、また保護者負担になってくるのか

を危惧しています。確かに子供にはきちっ

と栄養価の高いもの、安全・安心の食材を

確保していくことも大事です。コロナが明

けて、物価高騰がまだまだ厳しい時期で、

負担が上乗せされていくことも、極力避け

ていくことが大事だと思っています。 

 私、一般質問では無償化の検討と言って

いました。無償化を国や大阪府に要望もし

つつ、実現していってほしいと思います。

せめて負担が上乗せにならない検討もき

ちっと行っていっていただきたい。 

 もう一つ給食に関わってです。アレルギ

ーに関わって先日、保護者が会いに来られ

てお話を聞きました。以前はいろいろと除

去されていたものも、最近は除去の対象が

２項目になっています。 

 メニューの中で、これもあれも食べれな
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い人は家から持って来ているとお聞きし

て、何とかならないのかと感じたりするん

です。現状とアレルギー除去についてお聞

きしたい。教育政策課で認定こども園給食

事業も所管されていると思うんです。こど

も園、保育所等の関係では福祉施設という

こともあります。例えば刻み食だったり、

とろみつけも含めて自園で調理をしてい

ると認識しているんです。認定こども園の

給食との違いがあるようだったら教えて

もらいたいです。 

 中学校給食に関わってです。 

 先ほど松田課長がおっしゃったように、

小学校給食と同じようにこれまで培って

きたノウハウや、摂津市の給食のよいとこ

ろをしっかりと生かしていくことが必要

だと思っています。 

 その上で、前から言っているみたいに、

給食調理員や、栄養士、今、携わっている

人たちの努力の上に今の給食があると思

っています。委託の流れがある中で、セン

ターは当初から委託になる感じで言われ

ています。直営も含めた検討を要望してお

きます。よろしくお願いしておきます。 

 次に、学校教育課です。学校読書活動推

進事業で図書館や電子図書館を活用した

取組に努力されていると思います。 

 極力、子供のうちから電子図書より、私

は紙の本を読む機会が多いほうがいいと

思っているんです。ただ一人１台のタブレ

ットで見れるなら、それも一つのツールと

思います。気軽に親しめる環境づくりにも

っと前向きに取り組んでいただくように

お願いしておきます。 

 図書館との連携で、図書館の本を試しに

学校で借りられるようにされました。どの

程度の実績か、試しで終わってしまうのか

継続してやられるのかも含めて教えてい

ただきたい。 

 次に、キャリア教育推進事業との関わり

です。将来の展望を持って学校生活、学習

意欲を向上させることは大事な取組だと

私は思っているんです。ただ、子供の頃か

ら夢まで描けない人たちがいるのは現状

やと思うんです。 

 憧れとかを持たせる努力、工夫は引き続

きやっていただきたい。周りの大人の環境、

状況から自分の将来の姿を思い描いてい

くことはすごく大事だと思えます。みんな

がみんなそうはならないこともあるかと

思うんです。そんな中でも、自己肯定感を

持って学校生活を送れるように考えても

らいたい。答弁は結構です。 

 生徒指導体制推進事業です。暴力やいじ

め、不登校、これも社会の状況とかメディ

アで入ってくるいろんな報道、周りの大人

の状況とかも影響してくると、私は思って

います。コロナの影響でいろいろストレス

を抱えているとか、コミュニケーションが

不足しているとかもあると思うんです。例

えば一番、典型的と思うのが戦争です。暴

力の連鎖で、ロシアとウクライナの関係は、

連日のように報道で流れてくる。さらには、

最近はパレスチナ問題も含めて、子供たち

の情緒にもすごく大きく影響していると

考えているんです。学校の現場とかで気に

かけている対応、対策とか考えていること

があればお聞かせいただきたい。 

 続けて、不登校に関わってです。適応指

導教室パルの実績で、パルに来られている

子は、昨年度１００％、学校に登校、復帰

されていると点検評価報告書に書かれて

います。これは大事やと思ったんです。た

だ、そこにも出て来れられない子供がまだ

まだいるので、去年、おととしぐらいから

セラピードッグの取組とかも、やられてい
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ます。なかなか大変なところやと思うんで

すけれども、どういう努力をされているか

をお聞かせいただきたい。 

 学力向上推進事業です。 

 学力を高めるのは本当に大事なことで

す。一方、子供たち一人一人の育ちや成長、

それから自分が大切にされる自己肯定感

に、もっと光を当てていくことが、私は必

要だと思っています。それがある意味、テ

スト勉強、学力追求よりもむしろ大事なん

じゃないかと感じています。 

 最近、話題になっている映画で、夢見る

小学校が、去年に放映されていました。今

年はそれの第２弾みたいな形で、公立学校

の校長先生が学校改革をやっている取組

のドキュメンタリー映画を、ある人に勧め

られて、一度見ようと思って先日、行って

きたんです。私立での取組は、なかなか現

実離れしていると、最初は思ったんです。

でも、学習指導要領に沿った形で私立の学

校として成り立っている、いわゆる時間割

とか、通知表とかがない学校がある。公立

の中学校でも、校則を全廃にした校長先生

がいるとか、学校で宿題は一切出さない学

校だったり、いろいろな学校があることを

見ました。今、ある意味新しい学校の形と

も言われ出している探求型の学習をもっ

と重視しようというメッセージがあった

かと思います。 

 カリキュラムをつくって、一斉授業でど

の子も同じように指導するではなく、個別

最適、やり方は一つじゃないと思います。

ぜひまたいろいろと模索もしながら、学校

の在り方、鳥飼小学校と鳥飼東小学校の統

合問題の議論も、どれが子供たちにとって

一番よいのか、保護者から出てくる意見だ

ったり、いろんな社会の動き、変化だった

りも見極めながらやっていただきたい。 

 あと、すくすくウォッチの取組も１回目

で聞いたかと思うんです。大阪府のテスト

に替わる小学校での取組も今やられてい

るように聞いたんです。状況について教え

ていただきたい。 

 それと、小・中学校教育用コンピュータ

ー事業です。家庭への持ち帰りはそれなり

にやられているということです。一方では

機械の保守点検、対応とか、故障したり不

具合が出たりもあるかと感じるんです。ど

のように取り組まれているのかをお聞か

せください。 

 最初、導入されて持ち帰りの問題があっ

たとき、家での取り扱いがまずく、子供た

ちが使うものだから壊してしまう危険性

や、壊したときに弁償せないかんのかとか、

保護者が心配してたこともあります。現状、

数年経った状況も教えていただきたい。 

 次に、教育支援課です。 

 研修事業の接遇、マナーです。社会人と

して必要な物言い、振る舞いはあると思っ

ています。どんな研修をしているのかが、

これを見ただけでは分からないです。民間

企業の方に来てもらってやらないかんこ

となのか、学校内で校長や周りの先生たち

との関係で改善できないのかとかも思っ

たりするんです。 

 確かに一般社会と学校独特の違いはあ

るかもしれないけれども、この研修に違和

感を覚えました。駄目だとは思わないんで

すけども、中身について、この場での答弁

は結構なんで、また聞かせていただきたい。 

 特別支援教育に関わってです。 

 学校行事移動支援補助金は支援が必要

なハンデを持つ子供が、リフト付きのバス

で移動する際の補助金です。修学旅行等が

該当するということでした。以前は日々の

通学とかで支援が必要な子供にも予算組
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みされていたと思います。決算概要に該当

項目が見当たらなかったように感じまし

た。その状況を、教えていただきたい。 

 就学児指導事業です。 

昨年来の苦労もお聞かせいただき、その

結果、状況的な変化の中で、支援学級数と

かに変化があったんだろうか、どうなのか。 

 事務報告書にある学校、クラス数のとこ

ろでは、ないと思うんです。年度が替わっ

て、今年度、変化があったのかどうか、あ

と通級指導教室を各校につくると言って

いたと思うんです。それがどうなったのか

も教えていただきたい。 

 生涯学習課に関わる部分です。 

 二十歳のつどいです。今後も二十歳のつ

どいでいくということだと思います。１８

歳で成人という法改正がある中で、中途半

端な部分もあって、検討に苦労されたと思

います。二十歳のつどいでいくんだったら、

成人祭っていう呼び名はいろんなところ

で、今後、書き換えていくのが妥当と思い

ます。お願いしておきます。 

 青少年団体育成事業のボーイスカウト

です。使用実績としてそこそこ使われてい

ると思いました。ふだん目にしてないとあ

んまり使われてないと思っていたけれど

も、市の中で特色のある公園の一つとして

やられているわけです。ボーイスカウトの

事業や団体のいろんな取組を支援してい

く立場の生涯学習課からしたら、鶴野第２

公園の代わりについては、声を上げて、早

期に整備してと言っていく必要があると

思うので、よろしくお願いしておきます。 

 こども会育成です。私が６年生のときは、

地域に私ともう一人しかいなかったので、

こども会の代表とか役とか、ソフトボール

のキャプテンやれとか、そんな時期があり

ました。その頃からだんだん小さくなって

きていると思うんです。 

 ただ、大事な取組でもあるし、在り方は

そのときそのときで変化もしていってい

るとは思うんです。今に合ったやり方で検

討していただきたい。スポーツ大会もソフ

トボールやキックベースボールについて

今３チームで優勝、準優勝、３位となって

います。どこまで表彰するかを関係団体育

成連絡協議会とも、協議していただきたい。 

 文化財保護事業です。 

 千里丘駅西地区のところです。資料を見

ていたら開発用地の一部に千里丘遺跡が

含まれるが、なかなか近くにいても、意識

してない部分もあり、地域の中で眠ってい

る貴重なものがあればいいことだと思い

ます。一方、大発見があったら、事業が遅

れてしまうことにもなりかねないとか、い

ろいろな思いはありつつ掘っているんだ

と思います。また情報があれば、議会にも

教えてください。 

 図書館運営事業の子ども読書活動推進

事業です。 

 評価報告書の目標が３０.０％で現状が

２２.９％です。私の感覚としては、こん

なに低くていいのか、そういう思いもあっ

たんです。小・中学校とかに登録を呼びか

けて、電子図書とか、公民館でも借りれる

とか、学校でも借りれる体制をつくると、

すごく登録が広がると思うんです。２２.

９％は低く感じています。 

 ゼロ歳から１８歳までというくくりに

なっています。ゼロ歳から５歳ぐらいまで

の子供の登録数をカウントするのがどう

かと思います。小学校から１８歳までとい

う目標の取り方でもいいんじゃないのか

と思います。また小・中学校、高校、大学

に図書館の魅力発信も働きかけていただ

きたい。要望としておきます。 
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 次世代育成部に関わる分です。  

子育て支援課、子ども医療費助成、入院

医療費助成の入院食事代です。答弁で令和

２年度から非課税に限ると。償還払いだか

ら手続しないと戻ってこないということ

です。ひとり親家庭の表を見ると、一定数、

食事療養費で支出しているからこんなゼ

ロには恐らくならないと私は思っている

んです。１泊とか２泊の入院だったら申請

しても数百円とか１，０００円幾らとかや

ったら、役所まで行くのが面倒だからやめ

とくとなっているのかと思います。それほ

どたくさんの利用があるわけでもないと

思うんで、以前のように戻すことも検討し

ていただきたい。 

 国の制度で子ども医療費助成をなかな

かそこまでやれない、市単独が一つのネッ

クになっていると思います。大阪府がどん

どん縮小する動きがあったりするのも、削

った要因の一つだと思っています。もうひ

と頑張り、市の努力でお願いしておきます。 

 就学援助です。 

この数年来、認定率が下がってきている。

千里丘や千里丘新町や南千里丘に子供が

入ってきたときに、就学援助の対象になら

ない人が増え、従来、認定率が高かった地

域は子供の数が減っています。子育て家庭

の貧富の差が二極化している。 

 今年度、子どもの貧困対策で実態調査を

しています。その中でもこの問題に関心を

持って研究してもらいたい。 

 大橋部長が担当していた頃はすごく高

い認定率でした。摂津市の認定率は大阪府

下で断トツというのが一時期話題になっ

たこともあります。それがええというわけ

ではないんですけれども、しっかりと状況

分析をお願いします。 

 それから、学童保育です。 

１クラスの児童数で、今ちょうど来年度

分の入所申込みが始まったところです。申

込人数によってクラス数を決め、定員が決

まると思うんです。 

 摂津小学校は、本当に希望者が多く、今

６クラスの学童保育室があって、教室が足

りないと思うんです。でも、１クラス４５

人とか多いところは待ってでも定員数に

余裕持たせて、年度頭に申込みを締め切り、

後にやっぱり入りたい人や、転居されてき

た方が学童保育を希望しても入れない体

系はなくしていく必要があると思います。 

 確かに指導員の数とか確保が厳しいこ

とはずっと聞いています。そこをクリアし

ていかないといけないと思っています。 

 それと学童保育に関わって、摂津小学校

のことを言いました。本会議の議案で摂津

小学校の学童保育の新しい校舎を建てる

工事請負契約がとおりました。令和４年度

の決算概要で、摂津小学校の学童保育室の

施設改修事業の実施設計４９万５，０００

円がありました。去年度、実施設計をして

今回との関連性を教えていただきたい。 

 次に、子育て世帯生活支援特別給付金で

す。給付金で執行率９０％が低いんじゃな

いかとお尋ねしました。家計急変が読みづ

らいというお答えやったかと思います。 

 私、この議案が出たとき、確か家計急変

の当事者に、このアナウンスで分かるのか

とお問いしたと思うんです。家計急変がこ

の中に、どれぐらい含まれているのか教え

ていただきたい。 

 私立高等学校等学習支援金支援事業で

す。 

 高校の授業料無償化になれば、在り方も

見直していく必要があると思いました。現

状は、負担があって、私立高校に行く際、

この支援金が必要なわけです。恐らく教育
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支援課が進路相談事業の中で、相談があっ

た人にはアナウンスをされていると思う

んです。選んだ進路でしっかりとみんなが

高校へ行けるように、今後とも市としても

無償化というか、高等教育の負担軽減に向

けて発信が必要と思います。 

○村上英明委員長 一旦暫時休憩します。 

（午後３時 ６分 休憩） 

（午後３時３１分 再開） 

○村上英明委員長 休憩前に引き続き、再

開します。 

 弘豊委員。 

○弘豊委員 家庭児童相談課の家庭児童

相談事業です。 

 要保護児童数の推移で、一昨年前と比べ

て令和４年度、随分増えたとおっしゃって

いただきました。一つはアンテナを張って

いろいろな人が関心も寄せて、通告も多く

寄せられたことがあると思うんです。その

中には深刻なケース、すぐに対応しないと

いけないものも多くあったと思うわけで

す。 

 ショートステイの利用であったり、養育

支援訪問事業の中で出てくる事案であっ

たり、様々その都度で対応されていると思

うんです。職員を増員し、また専門的なア

ドバイザーにも入っていただいた。ただ、

それで充足されているのかは、以前から質

問にも上げていたと思うんですけれども、

今いる人数で今の状況の対応がしっかり

とできているのか。さらに人材が必要では

ないかと、他市の事案を見てると思ったり

するんですけれども、どうでしょうか。 

 先ほど、件数について、令和３年度、５

９５件、令和４年度、８９７件と言いまし

た。令和３年度でも近隣市と比べたら随分

と多い状況だと思うんです。さらに、この

間、通告は増えていますので、改めてお教

えください。 

 併せて、この間いろいろ指摘させていた

だいた問題で、例えば学童保育でお弁当と

か持ってこられない子供や、親のＤＶの中

で家庭にいる子供たち、これまでにも議会

でそういう俎上に上がっている方たちも、

この数の中に把握して含まれているのか、

教えていただきたい。 

 次に、児童虐待防止キャンペーン事業で

す。 

 毎年１１月にやってきた事業でありま

す。ただ、私は年間通してもっと啓発が要

ると思っています。毎年１１月に、市内い

ろんなイベントがあります。農業祭や環境

フェスタ、いろんな行事がある中の一つに

このキャンペーンもある位置づけになっ

ていないか。 

 例えば５月のこどもフェスティバルで

あったり、年間通して子供に関わる行事と

タイアップしたような取組が考えられた

りしないか、教えていただきたい。 

 こども教育課です。 

 民間保育所の保育士の状況で、大分差が

あるとのことです。市が取り組んでいる保

育士確保の制度の活用だけでなしに、保育

所等のつながりやネットワークもあるの

かと感じたりします。また、保育所等によ

っては、保育士が敬遠して行きたくないと

ころが、ありやしないかと少し懸念材料と

してあるんです。 

 先日、本会議の一般質問で、三好義治議

員が、市内で不適切保育が散見されたとい

う指摘もありました。 

 私も市内の保育所で働かれている保育

士が、市内幾つか移ってらっしゃるので、

どうしてと聞いたときに、あそこの保育所

は保育観が合わないとか、いろいろそうい

う声も聴いたりするんです。 
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 市として、保育所の経営や方針になかな

か口出ししにくいかとは思いつつも、一定

の水準といいますか、以前、文教上下水道

常任委員会の視察で、埼玉県川口市に出向

いたとき、川口市の保育はここを目指して

いると、市が率先して保育の水準を底上げ

する取組がされていたようにお聞きした

んです。研修だけじゃなくて、全体的ない

ろんな交流、それぞれの園にお任せではな

く保育士の定着、育成も施策として持って

はどうかと思うんです。お考えがあればお

聞かせください。 

 それから、公立の部分です。先ほど答弁

の中で、１号認定の定員については、今後

見直しも必要というお答えもいただいた

と思うんです。だったら２号、３号の定員

枠を増やすことを併せて考えていく必要

があると思っていて、べふこども園だって

スペース的には受け入れるキャパシティ

ーはあるわけです。 

 保育士も、民間でなれないだけじゃなく

て、公立は待遇もきちんと保障して、公務

員としてのスキルを持った保育士を採用

していくことが求められていると思って

います。人事課に聞いたら今年度、保育士

は９名ほど採用していると聞きました。 

 去年、私は子育て総合支援センターの定

員枠が空いているのに何で埋まらないん

だと、もっと保育士を増やすべきじゃない

のかと言いました。今年度は充足している

と思います。そうした流れを引き続きつく

っていってほしいと思うんです。２号、３

号の保育枠を公立で定員を増やしていく。

また、希望を言えば、高槻市では待機児童

園と言われる、待機児童になる子供たちを

公立が一定、短期間でも受皿になる枠が、

たしか駅前にそういうのがあると認識し

ています。検討をお願いします。 

 次に、幼稚園施設等利用給付事業です。 

 幼稚園に関わっては、民間でも一定やら

れていて、幼児教育・保育の無償化の流れ

の中で公立よりも民間幼稚園に多くの方

が希望されて行っていると思います。公立

認定こども園の１号枠ありますと言って

も、何か保育メインじゃないかと保護者は

思われると思うんです。 

 だから、子育て総合支援センター、もと

もと１５０人の保育枠やったのを１３０

人に減らして、２０人は１号認定の幼稚園

枠にした。これは、公立の幼稚園がないか

ら公立を希望される方はそっちに行ける、

配慮だったと思うんです。そもそも幼稚園

を希望しているので、公立とか民間とかの

差がなくなってきていると思います。どう

いう形で検討していくのが一番よいのか、

またぜひぜひ練ってみてください。 

 次に、民間保育所施設整備補助事業、せ

っつあそびまち遊育園です。病児保育の枠

も、利用の方法なども詳細分かれば周知を

していって、多分登録制とかになっていく

ということであります。そこの利用者だけ

でない、市内みんなが使えるようなときに、

１日３枠でいいのかもありますので、また

お願いしておきます。 

 次に、病児保育に関わっては、近くの子

供も育てていらっしゃる保育士のお母さ

んがおっしゃっていたんです。病児保育の

ニーズがあるのは重々承知しているけれ

ども、子供が病気のときぐらい親が寄り添

って、仕事が休める環境が理想とおっしゃ

っていました。 

 ただ、子供が病弱で休みがちな方にとっ

ては、そうも言ってられない、いろんなケ

ースがあると思うんです。そのお母さんが

おっしゃっていたのは、病児保育があるに

越したことはないけども、あるのが当たり
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前、病気の子供を預けて仕事に行くのが当

たり前ではない社会にしたいと、どこかで

そんな発言もしてほしいと言われたので

この場でお伝えしておきます。 

 次に、出産育児課です。地域子育て支援

拠点事業の親子ひろばです。鳥飼でもやら

れているのはええんですけれども、それ以

外の親子教室とか子育て相談は、エンゼル

ひろばとかかるがも広場、千里丘地域と別

府地域ではあるけども、鳥飼地域ではやっ

てないのかというところが漏れていたと

思います。再度お聞かせいただきたい。ニ

ーズが恐らくあるとは思うんです。ほかの

ところで対応できているんだったらよい

んですが、お教えください。 

 あと、子育て世代包括支援事業です。 

 様々な取組が、私さっき３年と言いまし

たけども、もう４年経つんです。 

 毎日のように保育士が市内を自転車で

駆け回っている姿もいつもよく目にして

いるんです。伴走型の支援で子供に寄り添

っている姿はやっぱり大事だと思います。

引き続き、しっかりと取り組んでいってい

ただきたい。 

あと給付金事業で、現場の専門職が多い

中、事務職が少なく、なかなか大変なんじ

ゃないかと始まる前に言いました。特に滞

りなくやれたんでしょうか、状況について

教えてください。 

 最後、助産施設入所承諾事業です。意外

とこの制度を知らない方が多いと思うん

です。妊娠が分かって母子手帳をもらいに

行ったときとかに、聞くことはあるかもし

れない。しかしながら、よくよく考えてみ

ると、国民健康保険とか出産育児一時金も

あるし、それで何とか賄えると思ってらっ

しゃる方もいると思います。実際、本当に

家計が苦しいときには、この制度を使った

ら、入院の出産費用以外の子育てに充てた

りできるわけです。 

 令和元年度、令和２年度で８件、例年で

言ったらちょっと多いと思うんです。コロ

ナの時期は、いろんな支援制度の紹介が、

あったことを思えば、一定毎年のように何

人か、数は少ないですけども、対象になる

世帯があります。こういった制度がありま

すという周知、目につくところに何かある

のが大事と思います。よろしくお願いして

おきます。 

 以上です。 

○村上英明委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 教育政策課に係り

ます２点のご質問に答弁申し上げます。 

 １点目、トイレ清掃でございます。 

 トイレ清掃につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症が流行し、その中で当初は

対応等も不明瞭なときがございました。そ

の折に、トイレ清掃が子供への感染リスク

が高いのではないかということがござい

まして、教職員が児童・生徒に代わって掃

除をする方針になっておりました。 

 本市においても、教職員が子供たちのト

イレ清掃をすることになったのですが、か

なり負担ということで、教職員の負担軽減

のために始まっております。現在はしっか

りとした感染対策を取った上で教職員の

指導の下で実施をしておりますので、令和

４年度で取りやめた次第でございます。 

 続きまして、給食におけるアレルギー対

応でございます。 

 小学校給食は、教育政策課から、認定こ

ども園給食は、こども教育課から答弁させ

ていただきます。 

 まずは、小学校給食についてです。 



- 45 - 

 

 小学校のアレルギー対応の現状でござ

いますが、小学校のアレルギー児童数は

年々増加をしております。最近ですと、令

和２年が１０９名、令和３年が１１１名、

令和４年が１２１名、本年は１２６名とな

っております。この１０年、毎年少しずつ

人数が増えてる次第です。 

 これまで本市は、アレルギー７品目、卵、

乳、イカ、エビ、ホタテ、小麦、ゴマに対

応しておったのですが、令和４年の４月か

らアレルギーガイドラインを改定させて

いただき、卵と乳の２品目にさせていただ

いております。また、段階除去につきまし

ても、対応しない方針に変更しております。 

 こちらは、年々増加するアレルギー対応

に、給食の調理場等はもちろん、教室にお

いて担任が一人で３５人ないし４０人の

お子さんを見ています。その中で、本当に

重篤な食物アレルギー児童への対応は、命

に関わるということを前提に、何度も協議

を重ねた結果、国や府の方針に合わせたも

のに改定をさせていただいたものでござ

います。 

○村上英明委員長 湯原課長。 

○湯原こども教育課長 公立認定こども

園に関わります運営という部分で、食物ア

レルギー対応について答弁申し上げます。 

 公立認定こども園におきましては、児童

の生活の場という性格が強いことから、児

童に応じて適切に対応していくことを基

本としております。全てのアレルギーに対

応し、多段階除去で現在対応している状況

でございます。 

 アレルギー対応が必要な児童といたし

ましては、令和４年度末で公立３園で１１

人になってございます。 

○村上英明委員長 千葉課長 

○千葉生涯学習課長 それでは、図書の団

体貸出しの実績についてお答えさせてい

ただきます。 

 令和４年度の団体貸出しの実績でござ

いますが、小学校、中学校を合計いたしま

して７３３冊でございます。 

○村上英明委員長 松本参事。 

○松本学校教育課参事 メディアの情報、

とりわけ戦争等の情報が暴力の連鎖を生

むと考えられることについて、学校での対

応はどのようにしているかということに

お答えいたします。 

 主に学校では、平和学習が挙げられます。

その中でも、小学６年生の広島への修学旅

行とその修学旅行を行う前の事前学習が

挙げられます。そして修学旅行に行った後

の事後学習と、その事後学習とともに、全

校児童への報告等を行っております。 

 こうした学びの中で、暴力等が人ごとで

はなく、自分事として考えた際に、暴力に

よらない解決はどういった方法があるの

か、そうしたことを考える機会としている

ところでございます。 

 続きまして、不登校の状態にある子供の

うち、パル等の市の適応指導教室にも来ら

れない子供への対応についてお答えいた

します。 

 まず、各学校では、教員及びスクールカ

ウンセラー、そしてスクールソーシャルワ

ーカー等の専門家を交えたケース会議を

行いまして、一人一人の状況について見立

てを行い、そして適宜その子の状況に合わ

せた頻度で家庭訪問を行っております。 

 さらに、部屋とか家からなかなか出る機

会のない子に対しては、学生ボランティア

であるさわやかフレンドを活用し、関係構

築等を行う中で、外出機会を設けるなどの

支援を行っているところでございます。 

 続けて、学力向上に関わるすくすくウォ
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ッチについてです。本市においてもすくす

くウォッチは実施しております。こちらは

小学５年生において国語、算数、理科及び

教科横断型の問題を実施しており、６年生

は、理科と教科横断型の問題を実施してお

ります。 

 それに加えまして、５年生、６年生とと

もに児童アンケートを実施しております。 

 続きまして、一人１台の端末の補償等の

保守対応についてでございます。 

 こちらは、動産保険に加入をしておりま

すので、保護者の弁償費用等についてはか

からないようになっております。補償の範

囲につきましては、天災によるものですと

か落下、画面割れ、盗難等です。ほぼそう

したもの全てをカバーしておりまして、ま

たそうしたことが起こった際には、学校に

予備機が配備されておりますので、修理か

ら戻ってくるまでの期間も問題なく活用

できるようになっております。 

 以上です。 

○村上英明委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 障害をお持ちの方

に対し、通学時の支援に関する事業がある

かというご質問ですけれども、特にそうい

った事業はございません。決算概要の１４

６ページをご覧ください。特別支援教育推

進事業の下から三つ目に、自動車貸上料及

び通行料等という項目がございます。こち

らは、支援学校に通学される方について、

最寄りのスクールバスのバス停までタク

シー等の補助をするという事業でござい

ます。 

 令和４年度につきましては、希望者がご

ざいませんでしたので、執行率はゼロとな

っております。 

 続きまして、支援学級の学級数の変化に

つきましてお答えいたします。 

 令和４年度は、小学校の支援学級数は６

４学級、中学校は２８学級、合わせて９２

学級となっております。令和５年度は、小

学校は５６学級、中学校は２４学級、合わ

せて８０学級で１２学級減少となりまし

た。通級指導教室につきましては、令和４

年度が、小学校１０学級、中学校は３学級、

令和５年度が、小学校は１２学級、中学校

は５学級、こちらは４学級増となっており

ます。 

○村上英明委員長 飯野課長。 

○飯野子育て支援課長 それでは子育て

支援課に関わります２点のご質問にお答

えいたします。 

 まず、学童保育室の工事に関するご質問

でございます。 

 令和４年度摂津学童保育室の工事に当

たりまして、当初は実施設計等を予定し事

務を進めておりました。しかしながら、関

係課等と協議調整を行う中で、当初予算の

計上時には把握できなかった電気配線や

日影規制等の問題が判明したため、設計施

工を行う前に建築確認上の問題点を調整

することが必要となり、学童保育室改修調

査業務委託料として４９万５，０００円を

執行したものでございます。 

 今年度、改めて設計施工について予算計

上いたしまして、工事請負契約の締結につ

いて先日ご可決いただいたものでござい

ます。 

 続きまして、子育て世帯生活支援給付金

でございます。 

 家計急変の支給世帯でございます。まず、

ひとり親世帯は、１１世帯、８５万円を支

給しております。ひとり親以外のその他世

帯は、１２世帯、１３０万円を支給してお

ります。 

○村上英明委員長 古賀課長。 
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○古賀家庭児童相談課長 今の体制でし

っかり対応ができているのかという質問

です。先ほども答弁申し上げましたが、特

に軽度の事案の通告件数が大幅に増加し

てる状況でございます。軽度な事案や新規

事案は学校や保育所現場等と協議して、学

校や保育所等による保護者指導をお願い

することもございます。 

 関係機関と役割分担、連携を図りながら

虐待対応を行っておりますので、家庭児童

相談課の職員だけに過度な負担がかから

ないよう対応しているところでございま

す。 

 しかしながら、通告件数が増加してる状

況もございますので、関係機関との連絡調

整や記録作成等の事務負担も増加してい

ることから、引き続き人事課と協議を行い

ながら、さらなる体制強化についても検討

していきたいと考えております。 

 それと、令和３年度も近隣市と比較して、

要保護児童数等が多い状況ではないかと

いうところでございます。確かに北摂各市

と比較しますと、平均より１％高い状況で

す。詳細の比較はなかなか難しいところで

すし、虐待の背景も様々ございますけれど

も、特に本市はひとり親ですとか、また３

人以上の多子世帯など、なかなかお子さん

一人一人に養育が行き届きにくいような

状況が虐待の傾向として高く見受けられ

ます。 

 それと、学校や学童保育での事例として、

お弁当を持ってきていないとか、忘れ物が

あるとか、そういったケースはネグレクト

の虐待通告として積み上げております。 

 先ほど申し上げました軽いケース、事案

は、学校の先生から指導していただき、継

続的に続くようなケースや重症度が高く

なっていくような事案については、家庭児

童相談課が対応したりしております。 

 また、ＤＶ事案も増えてきております。

夫婦げんかであってもお子さんたちがそ

の状況を見ることがあれば心理的な影響

がございますので、心理的な虐待通告とし

て積み上げ、その都度保護者にも指導して

いる状況でございます。 

 続きまして、児童虐待防止キャンペーン

で、年間通じて子育てイベントでの虐待防

止の啓発を行うことについてでございま

す。こちらは出産育児課の主催イベントで

ある、親子ランドでは虐待防止の啓発も行

っています。またつどいの広場等、子育て

家庭が多く集まる場所におきましても、家

庭児童相談課のリーフレットを配架して

周知してる状況でございます。 

 家庭児童相談課としましても、全ての子

育てイベントに参加してケアすることは

なかなか難しい状況でありますけれども、

可能な子育てイベントにはタイアップが

できるかどうかも含めて検討していきた

いと考えております。 

○村上英明委員長 中川参事。 

○中川こども教育課参事 保育士の定着

や育成に向けてのご質問にお答えいたし

ます。 

 委員がご指摘のとおり、各園が幼稚園教

育要領、保育所保育指針、そして幼保連携

型認定こども園教育・保育要領にのっとり

ながら、各園の狙い、目標、理念の下に保

育を日々進めてくださっています。 

 しかしながら、各園におきまして、やは

りその園の保育のやり方、行事等が異なる

のも事実でございます。就学前教育は、小

学校教育とは異なって、教科教育、教科書

を使う教育保育ではございませんので、そ

のやり方は、何に子供を出会わせ、展開さ

せ、先生のスキルを使って、先生の受け入
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れる気持ちを前面に出してやっていくか

が、就学前教育の一番の根幹ではないかと

私は捉えております。 

 保育者によって合う、合わない園がある

のは当然かと思います。公立の３園の認定

こども園におきましても、保育の狙いや目

標は同じではありながら、同じやり方をし

ているかというと必ずしもそうではない

ところもございます。先生方にはそういう

ところがあっても不思議ではないかと思

っております。 

 先ほど研修も必要だがと、ご意見をいた

だきましたけれども、やはり研修を通して

先生方に周知していくことが本当に大き

なことだと捉えております。 

 令和４年度に改定しました就学前教育・

保育実践の手引きに関しましても、事務局

がもちろんたたき台、素案を作成したもの

ではございますが、市内の幼稚園、認定こ

ども園、保育所、小規模園の主任、副園長、

主任保育士等に全面的に協力していただ

きまして、子供たちに何が必要なのか、ど

ういう保育が適切であるのかを手引きの

中に組み入れたものでございますので、手

引きを活用して研修は今後も進めさせて

いただきたいと思っております。 

○村上英明委員長 湯原課長。 

○湯原こども教育課長 公立認定こども

園における保育教諭の件でございます。 

 委員から、令和５年度新規採用のお話も

いただきましたけども、まず令和４年度の

いわゆる正規職員の保育教諭の人数が３

９名となっております。ここに新規採用を

９名採用いただきましたけども、令和５年

４月１日現在におきまして、正規の保育教

諭というのは３９名となっておりまして、

プラスマイナスゼロという人員体制でご

ざいます。 

 この人員に加えまして、会計年度任用職

員であったり、また派遣職員も活用しなが

ら公立認定こども園、３園の運営を行って

いるところでございます。 

 こういった人員体制でございますので、

なかなか定員を見直して運営していくと

いうことは、難しいと考えております。た

だ、待機児童の解消が喫緊の課題と考えて

おりますので、解消の一つの手段として１

号枠、２号枠、３号枠、こういった定員の

見直しにつきましても必要に応じて検討

していきたいと考えております。 

○村上英明委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 では、鳥飼の親子ひ

ろばについてでございます。 

 鳥飼のひろばは、親子教室や講座につい

ては実施しておりませんが、短い時間では

ありますけれども、遊び場の提供であった

り、保育士への相談をしっかりと実施して

いるところでございます。 

 また、先ほどご答弁申し上げました鳥飼

地域やその付近の民設のつどいの広場に

おいても、親子教室であったり育児相談を

実施できているところでございます。 

 続きまして、令和４年度より実施してお

ります出産・子育て応援給付金事業です。

国・府補助によりまして、会計年度任用職

員ではありますけれども、事務職１名の充

足を図ることができております。なおかつ、

正規職員の超過勤務代も、国・府補助があ

るところでございます。確かに出産育児課

に所属する職員のほとんどが専門職では

あるんですけれども、事務処理の部分も滞

りなく長期にお待たせすることもなく実

施できたと捉えておるところでございま

す。 

○村上英明委員長 弘委員。 

○弘豊委員 そしたら、３回目なんで大体
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要望にとどめておきます。 

 トイレの業者清掃です。今年度からなく

なっているとの答弁でした。教員の負担軽

減のために入れていただいていた分です。

先ほどトイレの修繕も要望しています。ま

だ気になる部分があることもお伺いして

いるし、先生が注意しながら子供たちで掃

除をさせることで、コロナ前の状況に戻し

ていくことは確かに大事なことかと思い

ます。子供たちで十分できているんだった

らいいんですけれども、不十分なときとか、

長期休みのときとか、これまでにも高圧洗

浄とかがあったと思うんです。清潔にトイ

レが問題なく使えるように、引き続きやっ

てもらいたい。 

 あと、教職員の負担軽減について触れら

れています。教員不足とこれまでにも言わ

れています。学校教育課に言ったほうがい

いと思うんですけれども、難しい難しいと

いつも聞いているんです。何とか突破口を

見つけてやってもらいたい、要望としてお

きます。 

 あと、給食に関わってアレルギーの状況

をお聞きしました。 

 保育所と小学校等で大分、差が開いてお

り、できれば小学校でも保育所並みに除去

ができたらと思います。現状では厳しいと、

試行錯誤しながら行ってきたと理解しま

した。 

 ただ、今後のことを考えたとき、医療的

ケアが必要な子供の受入れを検討、準備を

進められていると聞いています。アレルギ

ーの部分はありつつも、例えば刻みだった

りとか、とろみづけだったりとかが、小学

校給食で、今やれてないようにお聞きしま

した。そこはやるようにしていかへんかっ

たら、看護師が来ても医療的ケアの受入れ

ができないように思います。検討はしてお

くように要望しておきます。 

 あと、図書館の団体貸出しです。 

 状況は理解しました。今後についても、

お聞きしたと思うんです。ここは学校教育

課でお答えがいただけるのか、飛んだよう

に感じたので、今後についてもお願いしま

す。 

 それと、不登校に関わってです。本当に

努力されていることはお聞きしました。不

登校に至ってしまう最初の要因が何かあ

るんです。そうならないように予防をして

いくことが大事と感じました。 

 この間、徐々に増えている状況があるわ

けです。根っこが何なのかもしっかりと見

ていただきたいとお願いしておきます。 

 それから、生徒指導体制推進事業で触れ

させていただきました。今回、評価報告書

の冒頭ページに生徒指導提要を文部科学

省が１２年ぶりに改訂を行ったと書かれ

ています。真ん中よりちょっと上の辺りに、

「させる生徒指導」から「支える生徒指導」

への転換が示されたと書かれていて、すご

く大事なことじゃないのかと感じていま

す。私も摂津市で小・中学校に通ってきま

した。小学校は本当にのびのびと毎日楽し

く学校へ行ってたけども、中学校になって

いろいろと厳しく、例えば校則とかやらさ

れてる感とかがあったように自分自身で

も記憶しているんです。 

 生徒指導って言ったときに、何かやらさ

れてる感が拭えないのは、今でも記憶とし

てあります。 

 例えば学校の学生服です。私の時代は学

ランでした。私は５人兄弟の３番目で、上

に長男がいましたから、兄のお下がりの学

ランを着たんだけれども、兄の体が小さい

からすぐに着れなくなるんです。そうなっ

たときに新しいのを買ってもらうのは難
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しく、周りから融通してもらった学生服を

着ると、標準学生服のマークが付いてない

ということで先生に怒られるという、理不

尽な指導を受けた経験があるんです。 

 そういうこと一つとっても、生徒指導っ

て何だろうと思ったりします。ここに書か

れている「させる生徒指導」から「支える

生徒指導」へのフレーズの意味合いを部長

からお答えいただきたい。 

 次に、学力向上推進事業です。すくすく

ウォッチでテストが増えた、これって本当

に必要なのかと、私はやっぱり思ってしま

うわけです。これまで学力定着度調査とい

うことで、市としてやっているわけです。

それから、全国学力テストがあるわけです。

大阪府が行うこれも、やらないといかんの

かと、本当に疑問に思っています。中学校

のチャレンジテストも、高校入試に関わっ

てくるから問題があると思っていても、摂

津市として取り組んでこられた。小学校の

テストの意味をもう一度考え直す必要が

あると思います。 

 今日すぐにどうせえということは言い

ませんので、課題として研究していただき

たい。要望としておきます。 

 次、支援教育に関わっての通学支援です。

通学支援での送迎を教育委員会ではなか

なか厳しい場合、障害福祉課等と連携して

やれないかと、先日、役所に来られたお母

さんが要望を申してて、予算的な部分もあ

ることは言っていらっしゃったんですけ

れども、必要な方がいらっしゃるので、ま

た一度、研究していただきたい。 

 それから、支援学級数です。そんなにも

と思ったんです。市内９２学級あった支援

学級が８０学級に、１２減っているという

ことです。大分、大きな影響があったと、

見て取れると思うんです。通級指導教室は

４学級増えている。四つ増えた通級指導教

室で、カバーできているのか、この数字だ

けで見ると不安に感じるんです。 

 この部分については、今日は昨年度の決

算の議論ですから、今後、どう動いていく

のか、また折を見て聞いていきたいと思い

ます。支援を必要とされている子供、一人

一人に一番よい形になるのかどうか。また

一緒に検討していけたらと思います。 

 次世代育成部の関係で、学童の施設改修

事業です。当初の予算組みと変化して、実

際には摂津小学校の学童保育室は去年度

は調査業務で、今年度、設計からというこ

とで分かりました。 

 今後、学童施設の関係でも摂津小学校と

三宅柳田小学校を今年度同時にやって、味

舌小学校が来年度です。４年生以上の受入

れの中で、必要な施設だとは思っています

ので、計画的に滞りなくお願いします。 

 併せて、学童保育室の箱ができます。今

６教室で大分詰め込んでるということに

多分なっていると思います。今ある二つの

学校保育室の部屋も使って、合計八つの部

屋が摂津小学校学童保育室は使えると思

います。ゆとりを持って、年度途中の受入

れがしっかりとできる体制を今後お願い

しておきます。また学童保育と学校の先生

たち、地域や保護者といろんな連携がより

一層大事になっていると思います。 

 今回、学童保育の条例のこと、それから

民間委託のこと、いろいろ議論がされまし

た。以前みたいに保護者会から特に声が上

がってこないことには、あらっという感覚

があります。保護者会もコロナの３年間に

なかなか集まれてないとかもあったりす

るんです。もっと子供を中心に置いて、学

校や学童保育や地域や保護者みんなで育

てていく、そんな体制を心がけてつくって
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もらいたいと要望しておきます。 

 あと、給付金の関係は分かりました。一

定利用はあったと思います。なかなか国の

制度の周知の関係で、ネックもあり、対象

者に行き届いてない、漏れがあったんじゃ

ないかと思ったりしますけども、よしとし

ておきます。 

 家庭児童相談課です。 

 いろいろと令和３年度、令和４年度と取

り組んでこられ、５年度になっていってい

るんです。日々いろんなケースがあると思

います。軽度なケースがたくさんあると言

われました。軽度なケースに、重篤なケー

スが埋もれてしまうことがないようにす

るのが教訓でもあるし、目を光らせていか

ないといけない大事な面と感じました。 

 今のところ対応はしっかりとやってお

られ、課内だけに負担が集中することがな

いように部として子育て支援課やほかの

課もフォローをしながらやっていってお

られると思います。ただ、他課も随分と実

務量が多くなっている、気になる事案が

多々あります。課内だけで抱え込まず、部

がしっかりと、庁内みんなで協力し合える

体制、本当にそういう職員集団で頑張って

いただきたいと、希望として述べておきま

す。 

 虐待防止キャンペーンです。１１月だけ

でなしに、年間通して心がけて取り組んで

いるということだろうとお答えを聞いて

感じました。 

 また機を捉えて私としても、おととしの

事案を、忘れることのないようにしっかり

と取り組んでいけたらと思います。 

 あと、こども教育課に関わって、保育士

を定着させるために、民間にどこまで市が

手出しできるのかはあろうかと思います。

つくってきた手引が一つ宝だと思います。 

 ただ、それだけではなしに、あの手この

手と何かしらないのか、引き続き検討して

いただきたい。 

 保育士確保、公立の保育士の状況です。 

 今年度９人も新採があったということ

で、私はてっきり増えたと思っていたんで

す。それだけ抜けた方がおるってことなん

です。一気に抜けて、９人補充してもとん

とんというのは驚きました。 

 新採が若い人だと、産休・育休など、学

校の先生で見られるようなケースも、今後

出て来ると思います。同時にそれだけ入っ

てくると、今から気を付けておかないとい

けないと思います。民間の受皿となるべき

小規模保育事業にどこも手を挙げなかっ

たということです。来年の４月、人事課と

もやれることを今から考えて手を打って

いただきたいので、お願いしておきます。 

 出産育児課です。 

 地域子育て支援拠点事業です。親子ひろ

ばで、親子教室や子育て相談はここだけじ

ゃなくて民間も含めて窓口はあるという

ことでした。 

 子供の数の絶対数が、南北で大分差があ

り、事務報告書を見ても利用条件に差があ

ります。今後とりかいこども園が児童セン

ターも併設した新たな拠点になっていく

ということです。ここを利用してどんなこ

とができるのかを今から考えながら活用

もしていってもらいたいと思います。 

 あと、給付金の関係で、出産育児課も大

変ばたばたとされたと思います。問題なく

やりましたということで安心しました。子

供が生まれて、一番先に行く市役所の窓口

です。引き続きぜひよろしくお願いします。 

 以上です。 

○村上英明委員長 では答弁を求めてい

きたいと思います。 
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 松本参事。 

○松本学校教育課参事 読書活動に関わ

って、市民図書館の本を学校で活用してい

く今後の取組についてのご質問にお答え

いたします。 

 今後につきましても、引き続き、例えば

国語科の授業で古典ですとか、俳句、短歌

等の分野に関わる資料、本をまとめてセッ

ト貸出しを学校としては受けたり、宿泊行

事の事前に行き先を調べて、調べたことを

また自分たちの冊子にまとめる活動をす

る際に、地域の本のセット貸出しを受けた

りいたします。 

○村上英明委員長 河平副理事。 

○河平教育総務部副理事 改訂された生

徒指導提要の意味合い、内容についてのご

質問に答弁申し上げます。 

 改訂された生徒指導提要は、こども基本

法やこどもの権利条約などの考え方を踏

まえて、子供たちは成長していくことを前

提に置いて、これまで教職員が主語であっ

た生徒指導を子供たちを主語として、子供

たちにさせる生徒指導から子供たちの成

長や発達を支える生徒指導に変わったと

いうものです。 

 この改訂を受けまして、本市では、この

たび国の委託を受けまして、国事業である

こどもの発達を支える生徒指導に関する

調査研究事業を受けまして、第五中学校区

の第五中学校、鳥飼小学校、鳥飼東小学校

でモデル校として取り組んでいるところ

です。 

 内容としては、子供たちが学校行事や学

級、学年活動と特別活動の中で子供たち自

身が学校づくりの主人公となるべく企画

運営し、様々な場面で自己決定を行うこと

を通して、子供たちの自己指導能力を高め

る。すなわち主体的に行動できる力を育む

ようにしているところです。 

 この取組については、これまで本市が全

市的に行ってきた魅力ある学校づくりの

先進的な、モデル的な取組だと捉えており

ます。今後もそのモデル校を中心に全市的

に取り組んでいくことによって、子供たち

が学校に行くことが楽しい、みんなと何か

をするのが楽しいと思えるような魅力あ

る学校づくりを進めて、暴力行為等、問題

行動に加え、不登校などの未然防止に取り

組んでいきたいと思っております。 

○村上英明委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今の答弁聞いて、特に私が言

うこともないのかと思いました。今、子供

の状況をめぐって、学校の在り方がいろい

ろ問われている時期なのかと感じました。 

 鳥飼小学校、鳥飼東小学校だけでなしに、

全市的に実践が進められているというこ

とだと思いますが、子供ファーストの学校、

子どもの権利条約などの理念が本当に浸

透する学校づくり、地域づくり、子供を取

り巻く環境づくりが必要だと感じていま

す。ぜひ引き続き教育委員会の皆さん、よ

ろしくお願いをします。 

 以上です。 

○村上英明委員長 本日の委員会はこの

程度にとどめ散会します。 

（午後４時３７分 散会） 
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 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 文教上下水道常任委員長 村上 英明 

 

 

 文教上下水道常任委員  出口こうじ 

 

 


